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平成２８年第３回京丹波町議会定例会（第１号） 

 

                            平成２８年 ９月 １日（木） 

                            開会  午前 ９時００分 

１ 議事日程 

  第 １ 会議録署名議員の指名 

  第 ２ 会期の決定 

             自 平成２８年 ９月 １日 

                          ２７日間 

             至 平成２８年 ９月２７日  

  第 ３ 諸般の報告 

  第 ４ 行政報告 

  第 ５ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

  第 ６ 議案第６０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一 

             部を改正する条例の制定について 

  第 ７ 議案第６１号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算（第２号） 

  第 ８ 議案第６２号 平成２８年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１ 

             号） 

  第 ９ 議案第６３号 平成２８年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

             号） 

  第１０ 議案第６４号 平成２８年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  第１１ 議案第６５号 平成２８年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号） 

  第１２ 認定第 １号 平成２７年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定について 

  第１３ 認定第 ２号 平成２７年度京丹波町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の 

             認定について 

  第１４ 認定第 ３号 平成２７年度京丹波町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認 

             定について 

  第１５ 認定第 ４号 平成２７年度京丹波町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定 

             について 

  第１６ 認定第 ５号 平成２７年度京丹波町水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 
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  第１７ 認定第 ６号 平成２７年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

  第１８ 認定第 ７号 平成２７年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ 

             いて 

  第１９ 認定第 ８号 平成２７年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算の 

             認定について 

  第２０ 認定第 ９号 平成２７年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算の 

             認定について 

  第２１ 認定第１０号 平成２７年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

  第２２ 認定第１１号 平成２７年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

  第２３ 認定第１２号 平成２７年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

  第２４ 認定第１３号 平成２７年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

  第２５ 認定第１４号 平成２７年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算の認定 

             について 

  第２６ 認定第１５号 平成２７年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算の認定に 

             ついて 

  第２７ 認定第１６号 平成２７年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定について 

  第２８ 報告第 ２号 健全化判断比率について 

  第２９ 報告第 ３号 資金不足比率について 

  第３０ 報告第 ４号 株式会社丹波情報センターに関する経営状況について 

  第３１ 報告第 ５号 公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会に関する経営状況 

             について 

  第３２ 報告第 ６号 公益財団法人丹波ふるさと振興公社に関する経営状況について 

  第３３ 報告第 ７号 公益財団法人瑞穂農業公社に関する経営状況について 

  第３４ 報告第 ８号 一般財団法人和知ふるさと振興センターに関する経営状況につい 

             て 

  第３５ 報告第 ９号 グリーンランドみずほ株式会社に関する経営状況について 
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２ 議会に付議した案件 

  議事日程のとおり 

 

３ 出席議員（１６名） 

   １番  坂 本 美智代 君 

   ２番  東   まさ子 君 

   ３番  森 田 幸 子 君 

   ４番  篠 塚 信太郎 君 

   ５番  山 田   均 君 

   ６番  山 内 武 夫 君 

   ７番  山 下 靖 夫 君 

   ８番  原 田 寿賀美 君 

   ９番  山 﨑 裕 二 君 

  １０番  村 山 良 夫 君 

  １１番  岩 田 恵 一 君 

  １２番  北 尾   潤 君 

  １３番  梅 原 好 範 君 

  １４番  鈴 木 利 明 君 

  １５番  松 村 篤 郎 君 

  １６番  野 口 久 之 君 

 

４ 欠席議員（０名） 

 

５ 説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席を求めた者（２１名） 

  町 長     寺 尾 豊 爾 君 

  副 町 長     畠 中 源 一 君 

  参 事     伴 田 邦 雄 君 

  参 事     山 田 洋 之 君 

  総 務 課 長     中 尾 達 也 君 

  監 理 課 長     木 南 哲 也 君 
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  企 画 政 策 課 長     久 木 寿 一 君 

  税 務 課 長     松 山 征 義 君 

  住 民 課 長     長 澤   誠 君 

  保 健 福 祉 課 長     大 西 義 弘 君 

  子育て支援課長     津 田 知 美 君 

  医 療 政 策 課 長     藤 田 正 則 君 

  農 林 振 興 課 長     栗 林 英 治 君 

  商 工 観 光 課 長     山 森 英 二 君 

  土 木 建 築 課 長     山 内 和 浩 君 

  水 道 課 長     十 倉 隆 英 君 

  会 計 管 理 者     下伊豆 かおり 君 

  瑞 穂 支 所 長     山 内 善 博 君 

  和 知 支 所 長     榎 川   諭 君 

  教 育 長     松 本 和 久 君 

  教 育 次 長     川 嶌 勇 人 君 

 

６ 出席事務局職員（２名） 

  議 会 事 務 局 長     堂 本 光 浩 

  書 記     山 口 知 哉 
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開会 午前 ９時００分 

○議長（野口久之君） 皆さん、おはようございます。 

  本日はご参集いただき、大変ご苦労さまでございます。 

  ただいまの出席議員は１６名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより平成２８年第３回京丹波町議会定例会を開会いた

します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

《日程第１、会議録署名議員の指名》 

○議長（野口久之君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１１番議員・岩田恵一君、１２番

議員・北尾 潤君を指名します。 

 

《日程第２、会期の決定》 

○議長（野口久之君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から９月２７日までの２７日間としたいと思います。これにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から９月２７日までの２７日間と決しました。 

  会期中の予定については、事前に配付の会期日程表のとおりであります。 

 

《日程第３、諸般の報告》 

○議長（野口久之君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  本定例会に町長から提出されています案件は、議案第６０号ほか２２件です。ほかに諮問、

報告があります。後日、町長から追加議案の提出があります。 

  提案説明のため、寺尾町長ほか関係者の出席を求めました。 

  去る７月２２日に京都府町村議会議長会主催による全議員研修会が開催され、議員の皆さ

んに研修いただきました。 

  また、８月３日に産業建設常任委員会、８月８日に福祉厚生常任委員会が開催され、それ
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ぞれ所管の現地踏査をいただきました。 

  ８月１８日には、議会活性化特別委員会が開催され、議会活性化議員研修の総括と今後の

取り組みについて協議いただきました。 

  ８月３０日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営について協議されました。 

  また、京丹波町監査委員より例月出納検査結果報告がありましたので、お手元に配付して

おります。 

  本日の会議に京丹波町ケーブルテレビの撮影・収録を許可しましたので、報告いたします。 

  本日、本会議終了後、議会広報特別委員会が開催されます。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

《日程第４、行政報告》 

○議長（野口久之君） 日程第４、行政報告を行います。 

  寺尾町長。 

○町長（寺尾豊爾君） 皆さん、おはようございます。 

  台風１０号で東北と北海道に甚大な被害が発生しております。まず、お亡くなりになられ

ました皆さんに哀悼の誠をささげますとともに、被災地の一日も早い復興、あるいは被災さ

れた皆さんにお見舞いを申し上げます。 

  そうした、本日、ここに、平成２８年第３回京丹波町議会定例会をお願いいたしましたと

ころ、議員各位におかれましては、公私何かとご多用の中、ご参集いただきまして、まこと

にありがとうございます。 

  また、日頃、議員各位には、円滑な町政の推進にご支援、ご協力をいただいておりますこ

とに、厚く御礼を申し上げます。 

  今期定例会では、平成２７年度決算を上程させていただくこととなりました。大型の投資

事業からきめ細やかな事業まで幅広く取り組み、住民の皆さんが安心して生活を送っていた

だける環境を整えるために努力してまいったところでございます。これも議員各位並びに町

民の皆さんの深いご理解とご協力によるものと厚く感謝申し上げます。 

  さて、本年は、今日まで大きな災害もなく穏やかに推移しているところでありまして、大

変安堵しております。米を初めとする本町の特産物が無事に収穫され、それぞれの地域にに

ぎわいが生まれますことを願っているところでございます。 

  次に、平成２７年７月１８日の京都縦貫自動車道全線開通から１年が経過しました。同時

にグランドオープンを迎えました道の駅「京丹波 味夢の里」におきましても、連日、大変
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多くのお客様にお越しいただき感謝しているところでございます。グランドオープン後の１

年間の来客数は、約３３９万人となり、計画と比較しますと約２．４倍となりました。また、

この間の売り上げは約１６億８，０００万円で、同比約３．２倍となったところでございま

す。このにぎわいを味夢の里にとどめることなく、本町の活性化の原動力となるよう効率的

に運用してまいります。また。既存の三つの道の駅におきましても、それぞれの特性をいか

しながら、しっかりと連携してまいりたいと考えております。 

  次に、京都府において整備されました京都トレーニングセンターでありますが、７月１６

日から本格的に運営が始まりました。本施設は、京丹波町産木材を大量に活用した京都府内

で最大規模の木造公共施設であります。地元にある施設として、このトレーニングセンター

の活用によって、町民の健康づくりやスポーツの振興、競技力の向上が図られることを期待

するところであります。 

  本年１０月９日には、第４０回全国育樹祭式典行事が南丹市において開催されます。京都

府及び関係市町では、平成２８年度を「森の京都ターゲットイヤー」として位置づけ、年間

を通じて森の魅力を体感し、森の文化の理解を深める交流型イベントが開催されています。

本町におきましても、新生児への「京丹波ぬく森のイス」プレゼント事業を初めとする森林

資源を活用した木のぬくもりを感じる豊かな暮らしを推進する施策を引き続き実施してまい

ります。 

  次に、本年度の主要事業の執行状況についてご報告申し上げます。 

  初めに、本年第１回議会定例会におきまして、補正予算としてお認めいただきました、一

億総活躍社会の実現に向けた国の緊急対応分である地方創生加速化交付金対象事業につきま

しては、順次事業に着手しているところでございます。このうち、鳥インフルエンザ発生農

場跡地の時代劇ロケ地化による雇用・新産業創造事業では、鶏舎の解体整備と、時代劇のロ

ケ地活用に向けての調査業務などを進めております。和知力醸成によるにぎわいとふるさと

創生事業では、和知地区における体験型ツアーの実施に向けた可能性調査やルートマップ、

ＰＲチラシの作成などの準備を進めております。森の京都ＤＭＯ地域活性化推進事業では、

広域連携による共同事業として取り組むもので、観光による地域づくり全般を担う専門的組

織の設立に向けて、森の京都ＤＭＯ設立推進協議会が京都府副知事、関係市町長で組織され

たところであり、年内の設立を目途に進められております。京都丹波移住定住プロジェクト

では、ターゲットを絞った施策展開を行うための「ふるさと」のイメージ調査や移住促進パ

ンフレットの作成、就職マッチング事業などを広域連携事業として進めております。 

  次に、新庁舎建設に向けての取り組みでありますが、６月３０日に第１回の新庁舎建設基
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本計画審議会を開催いたしました。委員には町議会を初め、町内各種団体などから推薦をい

ただいた方、一般公募により参加いただいた方を初め、学識経験者として京都大学の教授に

お世話になるなど、１５名により組織しております。また、広く町民の方から意見をいただ

く場として、町民ワークショップも開催し、中高生も参加する中で夢のある庁舎づくりを語

っていただきました。今後におきましても、さらに議論を進めていただき、まちのシンボル

として、また、町民の皆さんに利用していただける庁舎建設のための計画づくりにご努力い

ただきたいと考えております。 

  次に、京丹波町総合計画は、平成２７年度から継続して京丹波町総合計画審議会に諮問し、

今年度中の策定に向けて現在審議いただいているところでございます。平成２７年度に策定

しました京丹波町創生戦略をもとに、今後１０年間の本町まちづくりの指針となる将来像な

ど、基本構想及び６年間の前期基本計画を策定してまいりたいと考えております。 

  次に、本年３月に提言いただきました「京丹波町における須知高校のあり方懇話会」の意

見提言におきましても、本町唯一の高等学校である須知高校とのさらなる連携強化と生徒の

進路保障によるまちづくり人材の確保が盛り込まれておりました。８月４日には、「須知高

校教育活性化推進協議会」が設置され、６月議会で予算議決いただきました須知高校教育振

興交付金の活用など、目的達成に向けて運用されることとなります。本町としましても、子

育て、教育環境の充実とあわせて人材の確保に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、京丹波町地域熱供給システム整備工事につきましては、建屋建設の造成工事ととも

に、基礎工事を進めているところであります。森林資源の活用と熱供給システムの導入によ

り、資源と経済が循環する仕組みの構築に向けて取り組みを進めてまいります。 

  次に、今年度実施しました「町長と語るつどい」の開催状況でありますが、５月３０日か

ら８月１０日にかけて開催したところでございます。各会場におきましては、多くの住民の

皆さんに参加をいただき、貴重なご意見、ご提言を頂戴しておりまして、今後の町政運営に

いかしてまいりたいと考えております。 

  次に、地球温暖化防止対策として、また再生可能エネルギーの普及を目的として取り組ん

でおります住宅用太陽光発電システムの設置補助におきましては、７月末現在で５件の申請

をいただき、補助金として６０万円の交付を決定しております。また、今年度からは、京都

府におきまして「太陽光発電システム及び蓄電池設備設置」に対する補助金が新設されたこ

とから、さらなる普及に向けて引き続き取り組んでまいります。 

  次に、一大イベントとして定着しております「京丹波・食の祭典２０１６」は、１０月２

３日に丹波自然運動公園と須知高校を会場として計画しております。人気の京丹波屋台グラ
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ンプリでは、食にこだわり、趣向を凝らした料理が多数出店されます。また、丹精込めてつ

くられた野菜や加工食品など、どれをとっても京丹波の豊かな食を味わっていただけるもの

と考えております。 

  次に、住宅改修の推進におきましては、住宅の耐久性の向上や環境に配慮した改修に対し

て補助金を交付しているところであり、７月末現在では申請件数が３８件、補助金にして２

８８万円の交付を決定しております。 

  次に、認定こども園の開設に向けての取り組みでありますが、庁内部組織として開設準備

委員会を設置しまして、認定こども園の開設に向けての課題や調整すべき事項の検討、課題

の解決に向けた調査・研究を行っているところであります。 

  次に、ホッケー競技では、須知高校男子ホッケー部が７月３０日から８月３日にかけて鳥

取県において開催されました全国高等学校ホッケー選手権大会に、また、蒲生野中学校並び

に瑞穂中学校女子チームは、８月１９日から２２日にかけて秋田県において開催されました

第４６回全日本中学生ホッケー選手権大会にそれぞれ出場しました。出場選手たちは、強い

チームワークを発揮し健闘しましたが、須知高校男子ホッケー部は１回戦で、蒲生野中学校

並びに瑞穂中学校女子チームは予選リーグで惜しくも敗退となりました。しかし、全国大会

で堂々と戦った姿は、京丹波町民に元気を与えてくれたとともに、選手の皆さんにとって何

物にもかえがたい貴重な経験を得たものと思います。２０２０年に開催されます東京オリン

ピックを目指し、さらに活躍してくれることを願うものであります。 

  以上、行政報告といたします。 

○議長（野口久之君） 以上で行政報告を終わります。 

  お諮りします。 

  ただいまから上程になります日程第５、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について

から日程第２７、認定第１６号 平成２７年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定につい

てまでの議案につきましては、本日は提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日の

日程としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。 

 

《日程第５、諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について～日程第２７、認定第１６号 

平成２７年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定について》 

○議長（野口久之君） これより日程第５、諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦につい
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てから日程第２７、認定第１６号 平成２７年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定につ

いてまでを一括議題とします。 

  町長の提案理由の説明を求めます。 

  寺尾町長。 

○町長（寺尾豊爾君） それでは、本日、提案させていただきます議案につきまして、その概

要を説明させていただきます。 

  初めに、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてでありますが、前谷幹夫委員の

任期が本年１２月３１日をもちまして満了となります。前谷氏は、今回の任期満了を区切り

として退任のご意思がかたく、これを尊重させていただくことになりました。 

  後任の委員には、京丹波町下山にお住まいの大槻澄子氏を推薦することについて、議会の

ご意見をお伺いするものであります。 

  大槻氏は、長年、幼児教育の場でご活躍されておりました。特に、人権問題に対する取り

組みを重視され、子どもの人権を守り、全ての人の基本的人権が大切にされる社会づくりを

願い、日々活動しておられます。人格、識見とも高く、信望の厚い方であり、職務を適切に

務めていただけるものと考えております。ご同意賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  議案第６０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正

する条例の制定につきましては、消防団員の処遇の改善を図るため、費用弁償について所要

の改正を行うものであります。 

  議案第６１号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）につきましては、補正

前の額１１５億４，７３８万２，０００円に、今回２億３，５００万３，０００円を追加し、

補正後の額を１１７億８，２３８万５，０００円とすることをお願いしております。平成２

７年度繰越金及び本年度の普通交付税等の確定を受けまして、必要となります事業を中心に

編成したものであります。 

  主な事業では、前年度繰越金の確定による財政調整基金への積み立てに１億６，０００万

円、瑞穂支所内の車庫及び廃棄物ストックヤード屋根改修など支所維持管理事業に２２１万

５，０００円、固定資産宅地評価見直しに伴う標準宅地鑑定評価業務委託経費に６３０万２，

０００円、公民館改修など自治振興補助金に８０万８，０００円、特別養護老人ホーム瑞穂

山彦苑の多床室における間仕切り等プライバシー保護のための改修に係る介護施設等整備補

助金に２，９８０万８，０００円、太陽光発電システム及び蓄電池設備設置に対する府補助

として家庭向け自立型再生可能エネルギー導入補助金に３４０万円、組織による農業機械等

導入補助金に４７５万円、「山の日制定記念の森」造成など豊かな森を育てる交付金事業に
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１，１３７万円、区または自治会が行う認定外道路等の整備に対する補助金に２００万円、

消火栓・消防詰所等の修繕や消防送水管の整備費に６９８万３，０００円、東京オリンピッ

ク事前キャンプ誘致のための調査・活動費に６１万８，０００円を計上したところでありま

す。 

  歳入につきましては、普通交付税確定による増額９，１９５万５，０００円、前年度繰越

金の増額２億６，２３０万２，０００円、京都府みらい戦略一括交付金２，１５６万円、豊

かな森を育てる府民税市町村交付金１，１３７万円を主なものとして、関連する特定財源の

精査により編成したものであります。 

  議案第６２号 平成２８年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算(第１号)では、

補正前の額２３億２，０６０万円に１，７０３万２，０００円を追加しまして、補正後の額

を２３億３，７６３万２，０００円とすることをお願いしております。療養給付費等負担金

の超過交付による返還金に係る増額のほか、前年度繰越金等の確定による精査を行うもので

あります。 

  議案第６３号 平成２８年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）では、

補正前の額２億１，７７７万９，０００円に６６万５，０００円を追加し、補正後の額２億

１，８４４万４，０００円とすることをお願いしております。前年度繰越金の確定による精

査及び広域連合納付金の増額等を行うものであります。 

  議案第６４号 平成２８年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）では、事

業勘定において補正前の額２２億６８０万７，０００円に９，５９１万円を追加しまして、

補正後の額を２３億２７１万７，０００円とすることをお願いしております。前年度繰越金

の確定による精査及び前年度介護給付費負担金等の確定による返還金等について計上してお

ります。 

  議案第６５号 平成２８年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）では、補正

前の額１，５００万円に９２万５，０００円を追加しまして、補正後の額を１，５９２万５，

０００円とすることをお願いしております。前年度繰越金の確定による精査及び地域振興対

策補助金の追加に伴う事業費の精査を行うものであります。 

  続きまして、平成２７年度決算認定議案につきまして、概略をご説明申し上げます。 

  平成２７年度は、京都縦貫自動車道の全線開通など本町にとりましても大きく情勢が変化

した年度となりました。まちづくりの振興拠点として整備を進めてまいりました道の駅「京

丹波 味夢の里」の完成によりまして、この施設を核とした多様な施策を展開しているとこ

ろであります。また、合併後１０年が経過し、地域間の交流も進む中で、次の１０年を見据
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え、常に住民目線に立ち、住民主体のまちづくりに向けて町政の推進に取り組んでまいりま

した。 

  まず、「安心」のあるまちづくりでは、地域医療の確保・充実を最重点課題として、常勤

医師の確保を図るとともに、在宅医療の充実など地域包括医療の充実に努めてまいりました。

また、身近な医療機関として、「地域包括医療講演会」を開催し、より親しみを感じていた

だける病院として全職員が頑張っているところであります。 

  次に、「活力」のあるまちづくりでは、地域資源の活用に向けた制度の充実や、生活環境

の向上及び地域の活性化に取り組んでまいりました。特に最重要課題であります有害鳥獣対

策におきましては、金網フェンスなどの設置による被害防止対策や捕獲報奨金の対象鳥獣を

拡大するなど捕獲対象にも力を入れてまいりました。 

  また、昨年１０月２５日には「京丹波・食の祭典２０１５」を丹波自然運動公園と須知高

校を会場に開催したところ、来場者は１万４，６００人に達し、来場者の方に食のまち・京

丹波を広く発信することができました。 

  次に、「愛」のあるまちづくりでは、このまちで安心して子どもを産み育てられる環境づ

くりや、家庭・地域・行政が連携して子どもを育てていく体制づくりを目指して取り組んで

いるところであります。 

  おかげをもちまして、予定しておりました事業は無事に完成、あるいは着実な進展をして

おりますこと、ひとえに議員各位を初め、町民の皆様のご理解とご協力のたまものでありま

して、深く感謝申し上げます。 

  一方では、国は、一億総活躍社会の実現に向けた緊急対応として、これまでの安倍政権の

経済政策でありますアベノミクスの「三本の矢」を束ね、「新・三本の矢」の取り組みを強

化するため、平成２７年度補正予算において「地方創生加速化交付金」を創設し、地方版総

合戦略に位置づけられました事業で、先駆的な事業を支援することとされたところでありま

す。本町におきましても、平成２７年１１月に基本理念を「日本のふるさと。自給自足的循

環社会●京丹波」とする京丹波町創生戦略を策定し、新たな交付金を活用したまちづくりに

着手することになりました。 

  このような情勢の中、一般会計の決算額は、歳入１１９億３，２１１万３，０２３円、歳

出１１４億１，９６７万６，６９８円、うち翌年度への繰越財源２億１３万４，０００円を

差し引いた実質収支では、３億１，２３０万２，３２５円の黒字決算となっております。 

  なお、一般会計における平成２６年度の黒字となった実質収支額６，０１１万５，１７５

円を差し引いた単年度収支は、２億５，２１８万７，１５０円の黒字、これに財政調整基金
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積立額を加え、取り崩し額を控除した実質単年度収支は、２億９，５５５万６，１５０円の

黒字であります。 

  一般会計の主な執行状況でありますが、以下、万円単位でご報告申し上げます。 

  まず、総務費では、新たな財源の確保対策として、ふるさと応援寄附金に対するお礼の品

に町特産品を送るための費用に７９７万円、いただいた寄附金を次年度に活用するための基

金積み立てとして２，５１６万円、税番号制度の導入経費に２，１２７万円、合併１０周年

記念事業に３２３万円、質美地域振興会が行う質美笑楽講改修に地域創造拠点整備事業補助

金として、１，０００万円を執行しております。 

  また、今後の財政需要に備えるための財政調整基金の積み立てに４，３３７万円、合併特

例債を活用した振興基金積立事業に２億９，１９１万円、また、過疎地域自立促進特別基金

に１億３２６万円を積み立てています。支所費では、和知地区の定住促進住宅の団地造成工

事として、２，７７５万円を執行しております。 

  このほか、地域コミュニティ活動助成として、自治振興補助金には、公民館の改修及び複

写機購入を主なものとして８の自治会等に２６０万円、また、協働のまちづくりを推進し、

住民自治組織の組織化を支援する「住民自治組織まちづくり交付金」を７団体に１６２万円

を執行しております。また、地域資源活用推進費では、循環型地域資源の活用を目指した地

域熱供給システム経費など３，１１５万円を執行しております。 

  民生費では、少子高齢化が進む中、高齢者や障害者の方々が安心して暮らすことのできる

環境づくりと、次代を担う子どもたちの健やかな成長を支援するための諸施策に重点的に取

り組んでまいりました。 

  障害者の自立支援給付費や医療給付費等で４億５，８９１万円、介護保険特別会計繰出事

業に３億６，５５６万円、後期高齢者医療制度に係る京都府後期高齢者医療広域連合への医

療給付費負担金や特別会計繰出金などの関係経費に２億８，４５８万円を執行しております。

また、児童手当に１億７，４６２万円を執行したほか、消費税率引き上げに際し、子育て世

帯への影響を緩和するとともに、消費の下支えを図る観点から臨時的な給付措置として、子

育て世帯臨時特例給付金事業に５０５万円、すこやか子育て医療費助成や高校生等医療費助

成などの医療費助成に２，５９５万円を執行したところであります。また、消費税率の引き

上げに際し、所得の低い方への臨時的な給付措置である臨時福祉給付金事業では、３，５０

７名の方に２，１０４万円を執行しております。 

  保健衛生費では、町民の安心・安全と健康で心豊かな生活を送っていただけるよう、特定

健診を初めとする各種検診、健康相談事業、各種予防接種事業などの保健活動を積極的に推
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進しております。これらの経費として、母子保健事業に９９５万円、生活習慣病に着目した

特定健康診査等事業に１，４１１万円、後期高齢者健康診査事業に７４２万円、がん検診事

業などに４，５１２万円を執行しております。 

  また、診療所費では、京丹波町病院事業会計への運営補助金及び南丹病院負担金などに３

億７，４３２万円を執行しております。 

  環境衛生費では、緊急時の電源確保対策として、丹波ひかり小学校に設置しました太陽光

発電システム工事に３，０６２万円、清掃費では、船井郡衛生管理組合の分担金を主なもの

として２億８，４６７万円、簡易水道費では、５億７，１５８万円を執行しております。 

  環境保全、地球温暖化防止などの環境衛生対策に積極的に取り組み、ごみの減量化やリサ

イクルの推進に努めるとともに、統合簡易水道事業の促進など、安全で安定した水道施設の

整備に努めたところであります。 

  なお、住宅用太陽光発電システム設置補助金につきましては、１３件で１４４万円を執行

しております。 

  農林水産業費につきましては、有害鳥獣対策を最重点課題に位置づけるとともに、担い手

の連携による農地保全や黒大豆、小豆、ソバ、京野菜等の特産振興、営農組織への支援など、

生産性の高い農業の実現に引き続き努めてまいりました。 

  中山間地域等直接支払交付金に１億９６７万円、黒大豆、小豆、ソバ、京野菜等の特産物

等作付奨励金に１，８０３万円、多面的機能支払交付金事業に９，６０７万円を執行し、地

域ぐるみの共同活動や営農活動支援を積極的に行うとともに、有害鳥獣対策として被害防止

施設設置事業を中心に７，４９２万円を執行しております。 

  また、農業機械導入補助や農業施設整備補助を中心とする農業振興事業に１，５４０万円、

青年就農給付金の支給などを行う京力農場プラン事業に４６１万円、農地の集積による遊休

農地の解消と就農促進対策の強化を図るための農地中間管理事業に１，０１７万円、農道、

農業用水路等の改修補助を中心とする農地保全事業に３，２８９万円、老朽ため池等改修整

備経費などの土地改良施設維持管理事業に３，６４０万円を執行しております。 

  林業費では、木のぬくもり活用推進事業では、薪ストーブ設置補助金として８件７３万円、

森林資源量の調査解析システムの開発委託料として２，３６０万円、森林管理道開設事業に

７，０８２万円、間伐材の有効活用への取り組みとして木材搬出奨励事業に５６６万円を執

行しております。 

  商工費では、小規模店舗や中小企業への経営支援対策を継続的に取り組んでまいりました。

信用保証料補給や資金融資利子補給、商工会への小規模事業経営支援事業助成などの商工振
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興対策に２，５３３万円、地域創生プレミアム商品券発行事業補助金に３，２５８万円、食

の祭典など食の郷創造事業の企画運営などのまるごと観光推進事業に３，４３０万円、味夢

の里モニタリング委託など味夢の里管理運営事業に１，０１８万円、京丹波町観光協会の運

営補助に８３０万円を執行しております。 

  土木費では、道路維持費に７，２０８万円、道路新設改良費に６億４，４３３万円、河川

維持管理事業に３，０５６万円、住宅改修補助金交付事業に９１件６１１万円、畑川ダム関

連事業に３１７万円を執行しております。生活基盤の一層の充実に向けまして、今後とも計

画的な整備に努めてまいります。 

  消防費では、京都中部広域消防組合負担金に２億７，２７１万円、消防団の運営費に７，

９３８万円のほか、消防車両５台の更新など消防施設費に４，１５２万円、災害時の体制強

化に向けた移動系防災行政無線の整備費に２億６，４２１万円を執行しております。今後と

も安心・安全なまちづくりの基盤整備に努めてまいります。 

  教育費では、総額８億４，９５１万円を執行しております。各小・中学校、幼稚園の運営

経費や施設修繕、空調設備整備工事や屋内体育施設非構造部材耐震改修工事の設計業務等を

中心に取り組んでおります。教育環境の充実を図り、心身ともに健康な児童、生徒の育成に

努めてまいります。 

  以上、主たる決算概要につきまして申し上げましたが、次に、普通会計をもとにした財政

構造面について申し上げます。 

  町税は、前年度に比べまして１億２，１６８万円増額の１８億４，２７５万円となりまし

た。これは、市町村民税の所得割が、譲渡所得の増により１億７，２０１万円の増額となっ

たことが主な要因であります。徴収率につきましては、現年度が９８．９４％と０．０８ポ

イント上昇し、滞納繰越分は１６．２％と１８．７３ポイントの減少となりました。 

  今後とも税負担の公平性を確保するため、京都地方税機構との連携はもとより、細やかな

納税相談の実施などに一層の努力を重ねてまいります。 

  一方、平成２７年度におきましても、滞納処分等の取り組みを行いながら、町税６３９万

円、国保税６３８万円を不納欠損処分させていただきました。前年度に比べ町税におきまし

ては１４３万円の減少となったところであります。 

  貴重な自主財源が徴収に至らなかったことはまことに申しわけなく思いますが、ご理解い

ただきますようにお願い申し上げます。 

  譲与税・交付金関係では、主に地方消費税交付金の増加により、前年度と比較して１億２，

８６３万円増額の５億７６９万円、地方交付税では、普通交付税が市町村民税所得割や地方
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消費税交付金等の増額など基準財政収入額の増加と、基準財政需要額では公債費で７，２６

７万円の減額、新設項目として人口減少等特別対策事業費が算入されたものの、１億５，３

８２万円減額の４７億２，６３２万円、特別交付税は６２０万円増額の５億９，３８０万円

となっております。 

  次に、歳出におきまして支出を拘束する義務的経費では、人件費で５，３７５万円の増額、

扶助費では５，１１４万円の減額、公債費で１億２，１４２万円の減額となり、全体では１

億１，８８１万円の減額で、４０億６，１２２万円の決算であります。 

  投資的経費では、地域振興拠点整備事業の完成や台風１８号による被災施設の災害復旧工

事の完成などにより、１６億１，４３０万円の大幅な減額となり１９億７，９７４万円の決

算となっております。 

  このような決算状況の中、財政構造の指標となります経常収支比率は、前年度比０．７ポ

イント減の８３．９％、実質公債費比率は、前年度比０．４ポイント減の１４．０％となり

ました。 

  経常収支比率の減少要因につきましては、歳入経常一般財源において地方交付税及び臨時

財政対策債が減少したことと、地方税や地方消費税交付金が増額となったこと。歳出経常一

般財源では、人件費、物件費及び補助費等が増加したことなどによるものであります。 

  これら指標の算定に大きなウエートを占めます普通交付税につきましては、平成２７年度

も合併特例による交付となっていることから、次年度以降の段階的な特例措置の縮減を見据

え、一層の行財政改革に努めてまいります。 

  次に、特別会計の決算状況でありますが、国保京丹波町病院事業会計を除く１４特別会計

の歳入総額は７５億４，４２１万円、歳出総額は７４億３３７万円で、実質収支は１億４，

０８４万円であります。 

  国保京丹波町病院事業会計につきましては、消費税を除いた収益的収支のうち、経常収益

は９億５，２９７万円、経常費用は９億１，４３４万円で、差し引き３，８６３万円の経常

利益を確保いたしましたが、過年度損益修正損を特別損失として計上したことから最終的に

１３９万円の純利益となり、これを前年度繰越欠損金から控除しますと、当年度未処理欠損

金は１億１５５万円となりました。 

  今後とも一層の経営改善に努めまして、繰越欠損金の縮小を目指してまいります。 

  なお、資本的収支では、収入総額２億５，５２６万円に対しまして、支出総額は２億７，

２４５万円となり、収支差額の１，７１８万円は、過年度分損益勘定留保資金で補塡したと

ころであります。 
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  以上、申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。 

  提案させていただきました議案は３１件であります。細部につきましては、会計管理者ま

たは所管します課長から説明させますので、何とぞ慎重にご審議賜りまして、原案にご賛同

いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） 補足説明を担当課長から求めます。 

  説明は日程順にお願いをいたします。 

  長澤住民課長。 

○住民課長（長澤 誠君） それでは、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につきまして、

補足説明をさせていただきます。 

  人権擁護委員につきましては、人権擁護委員法に基づきまして、市町村長はその候補者に

ついて議会の意見を聞いて推薦を行い、法務大臣が委嘱することとなっており、その任期は

３年となっております。 

  現在、京丹波町では、１１名の人権擁護委員さんにご活躍いただいております。 

  そのうち、平成２０年１月１日から３期９年目の人権擁護委員としてご活躍いただいてお

ります前谷幹夫氏が平成２８年１２月３１日をもって任期満了となられますことから、ただ

いま町長の提案説明にもありましたように、新たに大槻澄子氏を人権擁護委員候補者として

推薦いたしたく、議会のご意見を求めるものでございます。 

  大槻澄子氏は、京丹波町下山にお住まいで、昭和２９年８月１日生まれの６２歳で、昭和

５２年４月に丹波町立須知幼稚園教諭として奉職され、その後、下山幼稚園、須知幼稚園の

園長、また、合併後は、わちエンジェル所長を歴任されるなど、３７年間という大変長きに

わたり幼児教育に携わられご活躍されてこられました。地域での信頼度も高く、これまで豊

富なご経験と高い見識を生かしていただき、積極的に活動いただける適任者であると確信し

ております。 

  それでは、諮問第２号を読み上げまして、補足説明とさせていただきます。 

  諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

  下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法

律第１３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を求める。 

記 

  住所 京都府船井郡京丹波町下山上野１番地１ 

  氏名 大槻澄子 昭和２９年８月１日生 

  平成２８年９月１日提出 
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  京丹波町長 寺尾豊爾 

  なお、参考といたしまして、裏面に主な職歴等を記載しておりますので、ごらんいただき

たいと思います。 

  ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） 中尾総務課長。 

○総務課長（中尾達也君） 続きまして、議案第６０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給

与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定につきまして、補足説明を申し上げま

す。 

  消防団員の処遇の改善を図るため、費用弁償について所要の改正を行うものでございます。 

  消防団員が水害、火災、警戒、訓練等の職務に従事する場合、年額３，０００円の費用弁

償を支給しているところでございます。 

  近年、火災を初め、頻発する台風や集中豪雨等の風水害の対応など、出動頻度が高まって

いることから、消防団員の処遇改善を図るために、費用弁償を年額４，０００円とするもの

でございます。 

  なお、本来なら、条例改正と同時に予算措置を行うべきところでありますが、既に予算に

つきましては、平成２８年度当初予算に計上し、お認めをいただいているところでございま

す。予算執行はしておりませんが、条例改正を遅らせていたものでございます。 

  現有団員数は、平成２８年４月１日現在で８１３名でございます。 

  以上で、議案第６０号 京丹波町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例の補足説明といたします。 

  続きまして、議案第６１号 平成２８年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）につきま

して、補足説明を申し上げます。 

  今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算に２億３，５００万３，０００円を追加し、補正

後の額を１１７億８，２３８万５，０００円とすることをお願いするものでございます。 

  概要といたしましては、先ほどの町長の提案理由の説明にございましたとおり、平成２７

年度の繰越金と本年度の普通交付税の確定等によりまして、３億５，６００万円余りの財源

が確保できましたことに加え、行政運営に必要となる施策等を中心とした編成とさせていた

だいております。 

  それでは、ページをめくっていただきまして、第１表につきましては、後ほど事項別明細

書により説明をさせていただきます。 

  ６ページの第２表の地方債の補正でございますが、内容は後ほど事項別明細書の８ページ
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の町債でご確認いただきたいと思いますが、まず、過疎対策事業債につきましては、９１０

万円を減額させていただいております。これは、当初、防火水槽を設置する計画としまして

予算計上をしておりましたが、消防防災施設等整備事業の国庫補助金の採択要件であります

２カ所以上の防火水槽の設置要望がなかったために事業を取りやめるものでございまして、

一般財源部分に地方債を見込んでいたことから減額をするものでございます。 

  次に、公有林整備事業につきましては、８９０万円の全額を減額させていただくものでご

ざいます。これまで公有林の整備に伴う事業の財源としまして、補助金の残の部分に地方債

を充当しておりましたが、本公有林整備事業債につきましては、交付税措置もなく、資金と

しての借り入れということで実行をしてまいったところでございます。循環型社会の構築を

進める上で、間伐においても切り出し間伐とするなど、森林資源を有効活用し、少しでもお

金を生む活用方法としていくこととしておりますことから、地方債による財源確保から転換

を図ろうとするものでございます。 

  次に、臨時財政対策債につきましては、１，５４０万円を減額させていただいております。

平成２８年度分が確定をしましたので、その額まで減額をさせていただいたところでござい

ます。合計では、３，３４０万円の減額となりまして、補正後の発行額は１４億９，５７０

万円とさせていただいております。このうち交付税の算入でございますが、約７６％の１１

億３，６３０万円余りが交付税算入をいただける地方債となっているところでございます。 

  次に、補正予算の重立った項目について説明させていただきます。 

  事項別明細書の９ページをお願いいたします。 

  まず、歳出からでございますが、人件費関係につきましては、各費目を通じまして、４月

の人事異動に伴いまして精査を行っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

  次に、１０ページでございます。 

  ５目、財産管理費の財政調整基金積立事業では、地方財政法第７条に基づく積立金、前年

度繰越金の２分の１以上の積み立てとして１億６，０００万円、瑞穂地区旧学校施設管理事

業におきましては、中山間地域等において日常生活支援機能や地域の産業振興、地域コミュ

ニティの再構築、定住支援など、多様な機能を総合的に整備することで、地域の活性化を図

る目的で、拠点となる施設を京都府と町が連携・協働して整備するものでありまして、旧質

美小学校をその拠点施設と位置づけ、今年度におきましては、高齢者福祉サロンの開催経費

など、コミュニティ・コンビニ整備補助金という名目で５０万円を計上しております。 

  次に、６目、企画費の総合計画推進事業でマイナス１５０万円、森の京都推進事業ではマ

イナス８５０万円、及び１１ページ、１０目、交通対策一般事業でマイナス４０５万円につ
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きましては、平成２７年度３月補正におきまして、地方創生加速化交付金の対象事業として

予算化し、また、平成２８年度におきましても、同様の事業を新たな推進交付金の対象事業

として重複計上をしていたところでございますが、地方創生加速化交付金の事業内示があっ

たことから、今回減額を行うものでございます。 

  １０ページに戻っていただきまして、７目、支所費の支所維持管理事業では、瑞穂支所内

の除雪車の車庫及び廃棄物のストックヤードの屋根改修など、１５節の工事請負費に１５０

万１，０００円を計上いたしております。 

  同じく、１１ページ、１１目、地域振興事業費の自治振興補助金事業では、１９節の負担

金補助及び交付金で、６月末までに申請のありました４団体、区・自治会に対しましての自

治振興補助金としまして、８０万８，０００円を計上いたしております。 

  事業内容としましては、公民館等修繕が２件、空調設備の設置が２件、複写機購入が１件

でございます。このうち公民館改修と空調機設備設置を一つの区で実施をされているもので

ございます。補助率は２分の１となってございます。 

  次に、１２ページ、２目、賦課徴収費では、固定資産宅地評価見直し事業におきまして、

次の平成３０年の評価替えに向けての標準地の鑑定を行うものでございまして、業務委託料

に６３０万２，０００円を計上いたしております。 

  次に、１４ページでございます。 

  民生費、４目の介護施設等整備事業では、特別養護老人ホーム瑞穂山彦苑の多床室におけ

ます間仕切り等、プライバシー保護のための改修に係る介護施設等整備補助金としまして、

２，９８０万８，０００円を計上しております。 

  次に、１６ページ、４款、衛生費、４目、環境衛生費の新エネルギー導入促進事業では、

太陽光発電システム及び蓄電池設備設置に対する府補助金事業が創設されたもので、１９節、

負担金補助及び交付金に家庭向け自立型再生可能エネルギー導入補助金３４０万円を計上し

ております。 

  同じく、１６ページの６款、農林水産業費の３目、農業振興費の農業振興事業では、農業

機械導入補助金としまして、道の駅「瑞穂の里・さらびき」直売所用パイプハウス４棟設置

など、４７５万円を計上いたしております。 

  同じく、農業振興費で、１７ページに入りますが、青年就農給付金事業では、収入の不安

定な就農初期段階の青年就農者に対して、就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、経営

開始型の就農給付金を給付するものでございまして、新規就農者２名分に係ります補助金と

して３００万円を計上いたしております。 
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  次に、１８ページに入りまして、２目、林業振興費の豊かな森を育てる交付金事業におき

ましては、京都府の豊かな森を育てる府民税市町村交付金のプロジェクト枠を活用をいたし

まして、山の日制定記念の森造成など林業とかかわることで木育を通じ、ふるさとのきずな

や思い出づくりの場所をつくるものでございまして、林業振興対策推進助成金１，０００万

円など、事業全体で１，１３７万円を計上いたしております。 

  次に、２１ページの８款、土木費、２項、道路橋梁費、２目、道路橋梁維持管理事業では、

認定外道路整備事業補助金としまして、今後の追加申請に備えるもので、今年度から道路に

加えまして水路の改修等も対象としているものでございます。 

  次に、２２ページに入りまして、９款、消防費、３目、消防施設費の消防施設整備事業で

は、消火栓、消防詰所等の修繕費に２００万円、それから上升谷橋の橋梁補修工事に伴いま

して、支障となります消防用の送水管の移設経費としまして、工事請負費に４９８万３，０

００円を計上いたしております。 

  次に、２５ページに移りまして、１０款、教育費、１目、保健体育総務費では、東京オリ

ンピック事前キャンプ誘致調査事業としまして、６１万８，０００円を計上いたしておりま

す。東京オリンピックに向けまして、本年６月には、内閣官房に申請を行いましたホストタ

ウンの登録を目指しまして、相手国でありますニュージーランド、オーストラリアとの交渉

を進め、第３次登録を目指すための旅費等の経費を計上いたしております。 

  以上、歳出の内容でございます。 

  戻っていただきまして、３ページをお願いいたします。 

  歳入でございますが、初めに、地方特例交付金につきましては、住宅ローン控除によりま

す住民税の減収分の一部補塡として交付されるものでございまして、平成２８年度分の交付

決定による増額でございます。 

  １０款の地方交付税、１目の地方交付税の普通交付税でございますが、９，１９５万５，

０００円を増額しております。 

  当初予算におきましては、４８億５，０００万円余りを見込みまして、２億円余りが留保

財源ということでしておりましたが、留保財源とし４６億５，０００万円を計上をしており

ましたが、当初見込みと比べまして留保財源は約９，０００万円にとどまったところでござ

います。 

  なお、平成２７年度実績と比較しますと、７，４３６万円の減となっております。また、

これに臨時財政対策債を加えました実質的な交付税では、１億５，０７６万円の減となって

いるところでございます。 
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  そのほか、各種の特定財源につきましては、歳出の補正にあわせ精査を行ったものがほと

んどでございます。 

  次に、３ページの１４款、国庫支出金の１目、総務費国庫補助金では、地方創生推進交付

金として内示のありました６事業４０９万８，０００円と、前年度補正予算で重複計上をし、

今回減額します３事業の合計１，０４４万円の減額の差し引き分として、６３４万２，００

０円のマイナス計上をいたしております。 

  ６目、消防費国庫補助金では、歳出のところでも申し上げましたように、防火水槽の設置

事業の実施が困難となったことから、補助金全額の５２３万６，０００円を減額するもので

ございます。 

  次に、４ページの１５款、府支出金、１目、総務費府補助金では、みらい戦略一括交付金

が客観的指標配分として、２，１５６万円交付をされたところでございまして、各種の活性

化対策の事業に財源を充当しております。 

  同じく、２目の民生費府補助金では、歳出で説明いたしました特別養護老人ホームにおけ

る施設整備の補助金として、事業費と同額の２，９８０万８，０００円を計上いたしており

ます。 

  次に、５ページの２節、林業費補助金では、豊かな森を育てる府民税市町村交付金のプロ

ジェクト枠として、事業費と同額の１，１３７万円を計上いたしております。 

  次に、７ページ、１８款の繰入金、２目、財政調整基金繰入金では、繰越金また普通交付

税等の確定とその他の国府補助金等の精査によりまして、新規事業に充当後の一般財源１億

４，６１０万６，０００円を今回基金繰入金から減額をするものでございます。 

  同じく、３目の過疎地域自立促進特別基金繰入金では、地方創生推進交付金の２次交付の

内示を受けまして、その関係もありまして、繰入金を６１０万円減額をするものでございま

す。 

  次に、８ページの２１款、町債でございます。 

  先ほど説明をいたしましたように、公有林整備事業債の財源の変更による減額、あるいは

過疎債の事業廃止による減額、そして臨時財政対策債の確定による減額ということで、合計

３，３４０万円を減額したところでございます。 

  以上、まことに簡単ではございますが、議案第６１号 平成２８年度京丹波町一般会計補

正予算（第２号）の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） 長澤住民課長。 

○住民課長（長澤 誠君） それでは、議案第６２号 平成２８年度京丹波町国民健康保険事
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業特別会計補正予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。 

  今回の補正は、補正前の予算の総額に歳入歳出それぞれ１，７０３万２，０００円を追加

し、補正後の額を２３億３，７６３万２，０００円とするものでございます。 

  主に、歳入では、今年度の前期高齢者交付金の交付額及び前年度繰越金の受入額が確定し

たことによる精査と、平成２７年度の療養給付費交付金に係ります追加交付額の増額が見込

まれることなど、また、歳出では、後期高齢者支援金、前期高齢者納付金及び介護納付金の

金額確定に係ります補正、また、昨年度の療養給付費等負担金の返還金、一般被保険者の保

険税還付金及び還付加算金に係る所要額の予算措置をお願いするものでございます。 

  それでは、主なものにつきまして、歳入からご説明させていただきます。 

  まず、事項別明細書３ページをお願いいたします。 

  最初に、歳入では、３款、国庫支出金、療養給付費等負担金につきましては、一般被保険

者の療養給付費等に対する負担金で、過年度分の追加交付額が見込めないため減額させてい

ただくものでございます。 

  また、特定健康診査等負担金過年度分につきましては、特定健診・特定保健指導に係る国

の負担金単価に健診や保健指導の見込み者数を乗じて算出し交付申請しておりますが、今回、

平成２７年度実績額の清算分といたしまして、７万３，０００円を計上するものでございま

す。 

  なお、６款の府支出金の同負担金７万３，０００円につきましても同様でございます。 

  また、４款、療養給付費交付金は、退職者医療分について、被用者保険からの拠出金を社

会保険診療報酬支払基金を通じて受け入れるもので、過年度分の追加交付を見込み、８６７

万２，０００円増額させていただくものでございます。 

  ５款、前期高齢者交付金につきましては、今年度の交付額が確定したことから精査を行い、

７万円増額させていただくものでございます。 

  また、次の４ページ、国保運営基金繰入金では、１２０万５，０００円を増額し、後ほど

説明いたします歳出総額との収支バランスをとらせていただいております。 

  １０款、繰越金につきましては、当初予算編成時においては基金繰り入れが必要で、繰越

金は発生しないものとしておりましたが、平成２７年度予算と比較いたしまして、歳入では

国庫支出金・府支出金が伸びたこと、歳出では保険給付費や予備費に不用額が生じたことな

どから、前年度からの繰越金として６９０万９，０００円を追加させていただくものでござ

います。 

  続きまして、５ページ、歳出をお願いいたします。 
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  ２款、保険給付費につきましては、前期高齢者交付金の確定に伴いまして財源振替を行う

ものでございます。 

  ３款、後期高齢者支援金及び４款の前期高齢者納付金、また、次の６ページ、６款、介護

納付金は、今年度の納付すべき額が確定したことに伴いまして精査するものでございます。 

  最後に、最終ページでございますが、１１款、諸支出金の３目、償還金につきましては、

平成２７年度の保険給付費等の実績に基づき超過交付分を返還することとなりましたので、

既決額１０万円に療養給付費等負担金等を超過交付額返還金分として、１，５５２万５，０

００円を追加計上させていただくものでございます。 

  以上、国保特別会計の補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第６３号 平成２８年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）につきまして、補足説明を申し上げます。 

  今回の補正は、補正前の予算の総額に歳入歳出それぞれ６６万５，０００円を追加し、補

正後の額を２億１，８４４万４，０００円とするものでございます。 

  それでは、歳入から説明をさせていただきます。 

  事項別明細書３ページをごらんください。 

  最初に、歳入の４款、繰越金については、平成２７年度からの繰越金が確定しましたので、

６６万５，０００円を追加させていただくものでございます。 

  続いて、４ページの歳出については、歳入の繰越金の計上に伴いまして、平成２７年度出

納整理期間内に徴収いたしました保険料につきまして、２款、後期高齢者医療広域連合納付

金の過年度保険料分といたしまして、同額６６万５，０００円を追加させていただくもので

ございます。 

  以上、簡単ではございますが、京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算の説明とさせて

いただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） 大西保健福祉課長。 

○保健福祉課長（大西義弘君） それでは、議案第６４号 平成２８年度京丹波町介護保険事

業特別会計補正予算（第１号）の事業勘定分につきまして、補足説明を申し上げます。 

  今回の補正は、事業勘定において既定の予算総額に歳入歳出それぞれ９，５９１万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を２３億２７１万７，０００円とさせていただくものでございま

す。 

  それでは、主なものにつきまして、歳出から説明をさせていただきます。 

  事項別明細書の５ページをお願いいたします。 
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  ３款、地域支援事業、１目、一般介護予防事業費で３１万５，０００円の追加をお願いす

るものでございます。 

  まず、地域介護予防活動支援事業につきましては、当初予算におきまして、介護予防普及

啓発事業で計上しておりました筋トレ教室に係る需用費等の経費、１４万６，０００円を地

域介護予防活動支援事業へ組み替えをさせていただき、この分は組み替えのため予算書には

表記されておりませんが、役務費の通信運搬費３万９，０００円と合わせまして、１８万５，

０００円を追加させていただくものでございます。 

  次に、介護予防普及啓発事業につきましては、各地域のふれあい・いきいきサロン等で実

施の高齢者ふれあい調理実習について、年１回の実施としておりましたものを２回実施する

こととし、高齢者食生活改善事業委託料として２７万６，０００円を追加し、先ほど申し上

げました筋トレ教室に係ります需用費等の経費を地域介護予防活動支援事業に組み替えるこ

とによります減額分の１４万６，０００円を差し引いて、介護予防普及啓発事業としては１

３万円の追加をお願いするものでございます。 

  ４款、基金積立金では、国府支払基金からの過年度分の追加交付分及び前年度繰越金のう

ち介護給付費に係る国府への返還すべき額を差し引いた額など合わせて、３，４０４万円を

追加させていただき収支の均衡を図ることとしております。 

  次に、６ページの６款、諸支出金につきましては、平成２７年度の介護給付費等負担金の

確定にかかわりまして、国府への返還金として６，１５５万５，０００円を計上させていた

だいております。 

  ページを戻っていただきまして、３ページをお願いいたします。 

  歳入では、３款、国庫支出金、４款、支払基金交付金、５款、府支出金の過年度分につき

ましては、平成２７年度の介護給付費及び地域支援事業の額の確定に伴い、それぞれ追加交

付分を計上させていただいております。 

  ５款、府支出金、１目、地域支援事業交付金、３節、地域包括ケアシステム推進補助金の

３５万円につきましては、生活支援介護予防サービスの基盤整備事業の地域ボランティア養

成委託料分について、府補助金の交付決定を受けたものでございます。 

  また、国庫支出金、支払基金交付金及び府支出金の地域支援事業交付金現年度分につきま

しては、先ほど申し上げました地域包括ケアシステム推進補助金の交付決定及び歳出地域支

援事業の補正に伴い精査をさせていただいております。 

  続きまして、４ページをお願いいたします。 

  ８款、１目、繰越金については、昨年度繰越金の確定により９，１０８万２，０００円を
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追加させていただくものでございます。 

  以上、まことに簡単ではございますが、議案第６４号、介護保険事業特別会計事業勘定分

についての補足説明とさせていただきます。ご審議賜りますよう、よろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（野口久之君） 山内瑞穂支所長。 

○瑞穂支所長（山内善博君） 失礼をいたします。 

  議案第６５号 平成２８年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）について、

補足説明をさせていただきます。 

  補正前の額１，５００万円に、今回、９２万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を１，５９２万５，０００円とさせていただくものでございます。 

  最終ページの４ページをごらんください。 

  ３目、諸費で桧山振興対策補助金として、９２万５，０００円を計上しております。その

内容といたしましては、桧山地域大朴共同生産組合が今回導入いたします、お茶生産に係る

揉捻工程の装置一式に係る補助をさせていただくものでございます。補正額は９２万５，０

００円となっております。 

  歳入につきましては、３ページになります。 

  ９６万９，０００円を財政調整基金繰入金として支出をさせていただき、繰越金におきま

しては、前年度繰越金の精査が行われましたので、４万４，０００円を減額するものでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（野口久之君） これより暫時休憩をいたします。１０時４５分まで。 

休憩 午前１０時３２分 

再開 午前１０時４５分 

○議長（野口久之君） それでは休憩前に引き続き会議を続けます。 

  下伊豆会計管理者。 

○会計管理者（下伊豆かおり君） それでは、認定第１号 平成２７年度京丹波町一般会計か

ら認定第１６号 平成２７年度国保京丹波町病院事業会計までの１６会計の決算につきまし

て、決算書に基づきまして説明をさせていただきたいと思います。少し長くなろうかと存じ

ますが、よろしくお願いいたします。 

  最初に、認定第１号 平成２７年度京丹波町一般会計歳入歳出決算につきましては、１ペ

ージ、実質収支に関する調書からでございます。 
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  平成２７年度一般会計決算額は、歳入総額１１９億３，２１１万３，０２３円で、前年度

に比べまして１０．２％の減、歳出総額は１１４億１，９６７万６，６９８円で、前年度に

比べ１２％の減でございます。歳入歳出差引額は５億１，２４３万６，３２５円となり、翌

年度へ繰り越すべき財源２億１３万４，０００円を差し引いた実質収支は、３億１，２３０

万２，３２５円の黒字となったところでございます。 

  また、前年度の実質収支を差し引きました単年度収支は、２億５，２１８万７，１５０円

の黒字となり、財政調整基金積立金を考慮した実質単年度収支につきましては、２億９，５

５５万６，１５０円の黒字となったところでございます。 

  それでは、歳入から主なものをご説明申し上げます。 

  事項別明細書の１４ページをお願いいたします。 

  １款、町税の総額は、１８億４，２７５万１，８３２円で、前年度に比べ７．１％の増と

なりました。 

  税目別では、町民税では８億３９２万１，４６１円、対前年度比２３．７％の増、また、

固定資産税は８億８，８５７万６，３１６円で対前年度比２．５％の減となっております。

町税の収入未済額は９，９０７万６，４４７円で、不納欠損につきましては、個人町民税４

０人、法人町民税１法人、固定資産税７０人、軽自動車税４７人につきまして、地方税法に

基づきまして６３８万９，９２１円を処理させていただいたところでございます。 

  なお、町税全体の徴収率につきましては、９４．６％で平成２６年度より０．６ポイント

上昇いたしました。現年度分は９８．９％となっております。 

  次に、１６ページの２款、地方譲与税は、８，５１５万８，０００円で前年度に比べ５．

３％の減。 

  ３款、利子割交付金は、３５１万２，０００円で前年度に比べ８％の減。 

  ４款、配当割交付金は、１，０４２万２，０００円で前年度に比べ１８．８％の減となり

ました。 

  ５款、株式等譲渡所得割交付金は、１，００９万３，０００円で前年度に比べ３９．２％

の増。 

  次に、１８ページの６款、地方消費税交付金は、２億９，９７０万７，０００円で前年度

に比べ６７．０％の増。社会保障財源化分としては、１億２，９９１万３，０００円を算定

いたしております。 

  ７款のゴルフ場利用税交付金は、６，４２７万４，２４５円で前年度に比べ６．９％の増。 

  ８款、自動車取得税交付金は、２，７５８万１，０００円で前年度に比べ４５．５％の増。 
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  ９款、地方特例交付金は、３４４万１，０００円で対前年度比０．９％の増となりました。 

  次に、２０ページ、１０款の地方交付税につきましては、総額５３億２，０１１万１，０

００円の収入で、普通交付税につきましては、４７億２，６３１万５，０００円で、前年度

に比べ３．２％の減となりました。特別交付税につきましては、５億９，３７９万６，００

０円で、前年度に比べ１．１％の増となっています。 

  １１款の交通安全対策特別交付金は、３５０万１，０００円で前年度に比べ９．３％の増

となりました。 

  １２款、分担金及び負担金は、総額２，１０８万９，５０７円で、分担金が４６５万９，

２２０円、負担金が１，６４３万２８７円、前年度に比べ７６．１％の減となりました。主

な理由としましては、平成２６年度までの保育所入所負担金は、制度改正に伴い１３款の保

育所利用料となったことによるものがございます。 

  ２４ページ、１３款、使用料及び手数料は、総額３億４，２２９万８，２１１円で対前年

度比１７．６％の増となっております。平成２７年度から新たに京丹波 味夢の里施設使用

料や保育所利用料が計上されました。保育所利用料では、３歳未満児の利用料引き下げや第

３子以降の無償化により、前年度の保育所負担金よりも約１，７００万円余り減少しており

ます。 

  なお、丹波町地域イントラネットシステム使用料１件、２万８，９８０円につきましては、

地方自治法第２３６条第１項の規定に基づき不納欠損処理をさせていただいております。 

  次に、少しページを飛びまして、３４ページの１４款、国庫支出金でございます。総額８

億７，８７０万５，３９２円で対前年度比３０．６％の減となりました。地域住民生活等緊

急支援のための交付金７，３９８万円が新たに設けられておりますが、がんばる地域交付金

の終了や大型事業の完了に伴いまして、社会資本整備総合交付金が大幅に減少したことなど

によるものでございます。 

  次に、４４ページの１５款、府支出金につきましては、総額８億１，８１７万２，９５１

円で対前年度比０．２％の増となっております。 

  次に、７２ページ、１６款の財産収入は、９，４５４万１，９４１円で対前年度比１８．

３％の増となりました。 

  ７４ページの財産売り払い収入の土地売り払い収入では、和知地区の定住促進宅地の分譲

４件が主なものとなっております。 

  ７４ページ下段の１７款、寄附金は、２，５３６万８，７２９円で前年度に比べ約３．６

倍となりました。このうち、ふるさと応援寄附金は１，４０１件、２，５１５万８，７２９
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円の寄附をいただいております。今年度から基金に積み立て、寄附者のご意思に沿う事業に

活用することとしております。 

  ７６ページの１８款、繰入金につきましては、４，６５５万６，５９１円となり、事業の

実施に関する特別会計からの繰り入れを受け入れるとともに、基金繰り入れでは、過疎地域

自立促進特別基金繰入金など２，５５７万７，０００円で、財政調整基金からの取り崩しは

行いませんでした。 

  ７８ページの１９款、繰越金につきましては、平成２６年度繰越事業分２億６，１１２万

１，０００円を含め、３億２，１２３万６，１７５円でございました。 

  ２０款の諸収入は、総額１億８，１６９万１，０８９円で対前年度比２４．４％の減とな

りました。 

  最後に、９６ページの２１款、町債でございますが、総額１５億３，１９０万円となり、

前年度と比較しますと１０．５％の減となっています。主なものとしましては、合併特例債

事業では、振興基金積立事業債に２億７，４５０万円のほか、地域資源活用推進事業、地域

交流等拠点整備事業、保育所施設整備、ため池改修、道路改良事業、防災行政無線整備事業、

公民館施設整備事業などに２億８，５１０万円の借り入れとなっております。 

  過疎対策事業債では、過疎地域自立促進特別基金積立事業債に１億３１０万円、そのほか

グリーンランドみずほホッケー場整備、林道開設事業、道路改良事業、学校施設整備事業な

どに４億４，１８０万円となっております。 

  また、臨時財政対策債で３億７，４１０万円などでございます。 

  以上で、一般会計の歳入の説明とさせていただきます。 

  続きまして、歳出につきまして説明をさせていただきます。 

  なお、一般会計、特別会計におきます人件費の状況は、事業報告書の５ページから９ペー

ジにかけて取りまとめておりますので、会計費目ごとの説明は省略させていただきます。 

  まず、１０２ページの１款、議会費の総額は１億６５９万２，７００円、前年度に比べ４．

４％の増となりました。 

  次に、１０４ページ、２款の総務費の支出総額は、平成２６年度からの繰越事業分を含め

まして１６億６，３７９万８，８９１円で、前年度に比べ１７．４％の減となっております。 

  総務費の主な事業としましては、１目、一般管理費においては、１１１ページ、新たな積

立金として、ふるさと応援寄附金基金に２，５１５万９，０００円の積み立てを行いました。 

  また、５目、財産管理費、１１５ページの中ほどで、１９節、負担金補助及び交付金では、

地域創造拠点整備事業補助金として、質美小学校改修費用として１，０００万円を質美地域
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振興会へ交付いたしました。 

  ２５節の積立金では、財政調整基金に４，３３６万９，０００円、合併特例債を活用した

振興基金に２億９，１９０万７，０００円、過疎債を活用しました過疎地域自立促進特別基

金に１億３２５万８，０００円などを積み立て、合計で４億３，９３４万９，０００円を積

み立てております。 

  ７目、支所費におきましては、１２１ページの１５節、工事請負費で、和知地内の定住促

進宅地の団地造成工事に２，７７５万２，７６０円、和知駅前のトイレ設置工事に７２６万

６，２４０円を支出いたしております。 

  １２２ページの９目、諸費では、グリーンランドみずほ管理運営委託料に２，０００万円、

和知駅振興委託料として２７０万円を支出いたしております。 

  また、工事請負費では、グリーンランドみずほホッケー場改修工事費に４５２万６，７６

０円により高校総体の開催にあわせた整備を行いました。 

  １０目、交通対策費では、１２５ページの中ほどで、町営バス利用促進補助金１３１件、

１２５万２，５００円の支出や町営バス運行事業特別会計繰出金として６，７３０万円の繰

り出しを行っております。 

  １１目、地域振興事業費では、１２５ページの下段の委託料で、旧和知第二小学校跡地整

備事業に係る測量設計委託料として、１，３３９万２，０００円を支出するとともに、１２

７ページの１９節、負担金補助及び交付金では、８区の事業に対しまして自治振興補助金２

５９万５，０００円、住民自治組織の組織化を支援する住民自治組織まちづくり交付金を７

団体に１６１万６，０００円を交付しております。若者定住促進宅地購入補助金は１件、１

００万円を交付いたしました。また、この費目におきましては、平成２７年度初めて地域お

こし協力隊を設置し、初年度は２名を採用したところで、その活動経費として７２万１，９

３８円を支出いたしております。 

  １２６ページの１２目、電算管理費では、１２７ページの委託料で、行政情報ネットワー

クシステムの電算保守管理委託料に１，５９０万１，０３２円、ファイルサーバーやバック

アップサーバーの更新業務を主なものとするシステム改修委託料として１，９６５万４，８

９８円を支出しております。 

  また、次のページの１９節で、町村会システムサポート負担金として９８１万８，０００

円などを支出いたしております。 

  １２８ページ、下段からの１５目、地域資源活用推進費では、１３１ページ中ほどの委託

料で、地域熱供給システムの実施設計業務委託料として１，５００万円、バイオマス産業都
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市構想策定業務委託料として４０４万円、１５節の工事請負費では、公共施設木質化工事と

して中央公民館の子ども室と町営バス待合所の整備を合わせまして４９１万８，０７７円を

支出いたしております。 

  また、平成２７年度から新たに設けました京丹波町産木材利用促進事業補助金は１件、８

３万１，０００円を交付いたしました。 

  次に、町税費の２目、賦課徴収費では、１３５ページですけれども、固定資産宅地評価見

直し業務委託料に５２０万９，９２０円、また、京都地方税機構負担金として１，０４７万

４，８８４円を支出いたしております。 

  １３６ページからの４項、選挙費では、全体で２１１万１，４１８円を支出しており、そ

の主なものとしましては、京都府議会議員選挙で１５９万５，１２０円となっております。 

  １３８ページの５項、統計調査費では、指定統計調査費として国勢調査事業に係る経費を

主なものとして、全体で６９３万３，１６３円を支出いたしました。 

  なお、総務費では、総務管理費におきまして８，８０７万６，０００円を平成２８年度に

繰り越しいたしております。 

  次に、１４０ページからの３款、民生費でございます。支出総額は２３億４，６５０万７，

２８８円で対前年度比２．３％の増となったところでございます。民生費では、社会福祉費

と老人福祉費において、合わせて１億２，７５７万３，０００円を平成２８年度に繰り越し

いたしております。 

  １目、社会福祉総務費の主な事業としましては、民生児童委員協議会活動補助金、社会福

祉協議会専任職員等補助金、シルバー人材センター運営補助金等、各種補助金を支出したほ

か、平成２７年度から２カ年をかけて地域福祉計画を策定するため、初年度はアンケート調

査など計画策定業務委託料として２２６万８，０００円を支出いたしました。 

  また、臨時福祉給付金事業が継続となり、３，５０７名の方に２，１０４万２，０００円

を支給いたしたところでございます。 

  繰出金としては、国民健康保険事業特別会計へ１億７，７３１万７，２３８円を繰り出し

ております。 

  １４４ページからの３目、障害福祉費では、委託料で障害者の地域生活をサポートする各

種事業の委託料やサービス利用状況等を一体的に管理するための福祉総合システムの導入委

託料などを合わせまして、６，８５６万３，７６３円を支出したほか、１４９ページの２０

節、扶助費では、障害者自立支援給付費や医療給付費等を合わせて４億５，８９０万７，８

４８円を支出しております。 
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  また、１５０ページからの老人福祉費では、在宅高齢者の生活を支援する外出支援サービ

スや食の自立支援サービスなどの事業委託料として２，５２１万４，６５８円。 

  １５３ページでは、後期高齢者医療広域連合に共通経費及び医療給付費負担金を合わせま

して、２億１，２６０万６６６円を支出いたしました。 

  各会計への繰出金としましては、介護保険事業特別会計への事業勘定及び老健施設勘定を

合わせて３億６，５５５万７，６８２円、後期高齢者医療特別会計への繰出金は、事務費繰

出金、保険基盤安定繰出金、保険事業繰出金を合わせて、７，１９７万８，８４１円を繰り

出しております。 

  １５４ページからの２項、児童福祉費につきましては、総額で５億８，０３８万４，５３

２円を支出しております。主なものといたしましては、すこやか祝金８２０万円、ファミリ

ーサポートセンター事業委託料５００万円、また、子育て世帯臨時特例給付金に４２２万１，

０００円を支出いたしました。 

  １５７ページ、下段からの扶助費では、すこやか子育て医療給付費や児童手当、障害児通

所給付費等扶助費のほか、高校生等医療給付事業を平成２７年９月診療分から開始し、初年

度は３３７件で９０万８１３円の給付を行いました。 

  １５８ページ、３目、保育所費につきましては、保育所運営に要する経費として、総額３

億２，５５５万３，０８５円を支出いたしております。 

  次に、１６４ページ、４款、衛生費は、総額１５億６，８８４万４，９０３円で、前年度

と比べ４．６％の増となりました。 

  １項の保健衛生費では、特定健診を初めとする各種検診、健康相談事業、各種予防接種事

業に係る経費を支出いたしました。新たに制度を設けました骨髄ドナー助成金につきまして

は、１件の申請があり１０万円を交付いたしております。 

  １７０ページの４目、環境衛生費では、環境保全地球温暖化対策として、１７１ページ最

下段の丹波ひかり小学校に設置しました太陽光発電システムの工事費として、３，０６１万

６，９２０円を支出するとともに、１７３ページの上段、１９節において、個人が設置され

た浄化槽１５基に対する設置補助金５０６万２，０００円、また、住宅用太陽光発電システ

ムの設置補助金１３件、１４３万６，０００円を交付いたしました。 

  下水道事業特別会計への繰出金としましては、浄化槽市町村整備推進事業分として４，７

９２万７，０００円の繰り出しを行っております。 

  ５目の診療所費では、医療施設の運営に係る経費としまして、最下段１９節で南丹病院負

担金として１，６５０万４，０００円、また、京丹波町病院事業に運営補助及び出資金とし
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て合計で３億５，６８８万４，１７６円を支出いたしております。 

  衛生費からは、船井郡衛生管理組合の火葬場維持管理並びに塵芥・し尿処理に係ります分

担金としまして、総額２億４，９９３万９，０００円を支出いたしております。 

  １７６ページの３項、上水道費では、水道事業特別会計への繰出金として５億７，１５８

万４，０００円の繰り出しを行っております。 

  ５款の労働費につきましては、事務経費として８万円の支出をいたしました。 

  次に、６款の農林水産業費は、平成２６年度からの繰越事業分を含めまして、総額１２億

７，８３０万２，９５６円で、前年度に比べ７．４％の減となりました。農林水産業費にお

きまして、全体で１億３６２万４，０００円を平成２８年度に繰り越しいたしております。 

  １項、農業費の支出総額は１０億８，１４０万７，４０４円ですが、その主なものとしま

しては、３目の農業振興費、１８３ページからでございます。有害鳥獣被害防止の関係事業

費につきまして、報償費で有害鳥獣捕獲報奨金４，２８５万２，０００円、１８５ページの

１８節、備品購入費で、捕獲おりと対策備品としてデジタルカメラ等の購入に６９３万４，

９２３円、１９節で、有害鳥獣被害防止施設設置補助としまして１，３４８万２，０００円

などを主なものとしまして、有害鳥獣対策事業全体では７，４９２万１，０５１円を支出い

たしております。 

  また、農業公社運営補助金として３団体に１，９１０万円、農地の保全多面的機能の推進

を図るため協定をしました７１集落と１個人に対し、中山間地域等直接支払交付金として１

億９６７万４，８９８円、１８７ページの２行目ですが、黒大豆・小豆・ソバ・京野菜など

の特産物等作付奨励金に１，８０２万８，０６６円、多面的機能支払交付金事業では、農地

の維持・資源向上交付金５６組織、施設の長寿命化資源向上交付金６２組織に対しまして、

合わせて９，６０６万５，５１６円を支出いたしております。 

  青年就農給付金としましては１１人の方に１，２７５万円、１８９ページ、農地中間管理

事業では、地域集積協力金と経営転換協力金、合わせて４地域と４個人に対しまして１，０

０８万８，０００円、また、攻めの農業実践緊急対策事業補助金として、農業機械等の導入

助成として５団体に７０６万円などを支出いたしました。 

  ４目の畜産業費では、１９１ページ上段の１５節、工事請負費で、鳥インフルエンザ発生

農場跡地活用事業、平成２６年度からの継続で跡地解体撤去工事費として６６８万円を支出

いたしました。 

  また、畜産振興対策事業としまして、堆肥による土づくり事業補助金６１４万８，６９５

円を支出いたしております。 



 

－３４－ 

  ５目の農地費の工事請負費、１９３ページでは、ため池改修工事費として、安栖里区の豊

昌池等の改修工事費に２，４８５万６，２００円、また、１９節の農林漁業事業補助金では、

営農組織等が行う農業施設機械整備等の経費に対する補助金と台風や豪雨で被災した農地・

農業用施設の復旧事業に対する補助金、合わせて２，９８７万２，０００円を支出いたしま

した。 

  繰出金では、下水道会計特別会計へ農業集落排水事業分、１億９，９０３万７，０００円

の繰り出しを行っております。 

  １９４ページからの７目、農村情報施設管理費では、１９７ページの委託料として、ケー

ブルテレビ設備保守点検管理等委託料、施設維持管理委託料、インターネット接続委託料等

を主なものといたしまして、委託料１億２，６５１万１，０８０円を支出いたしております。 

  また、工事請負としましては、ケーブルテレビ告知放送システムのサーバ更新を主なもの

といたしまして、３，９８５万７，４００円を支出いたしました。 

  次に、１９８ページ、２項、林業費の支出総額は、前年度からの繰り越し分も含めて、１

億９，５１９万６，５５２円で、主なものとしまして、２目、林業振興費、２０１ページ下

段の委託料で、公有林整備事業の委託料として２，０５０万９，２００円、２０３ページの

木のぬくもり活用推進事業の森林資源量の調査解析システムの開発委託料として２，３６０

万円を支出いたしました。 

  ２０３ページの工事請負費では、林道管理事業塩谷長谷線の開設工事費に６，６０６万３

６０円、道の駅「和」の薪ストーブ設置工事に１６２万円などを支出いたしております。 

  １９節、負担金補助及び交付金では、林業の担い手支援として森林組合や生産森林組合へ

の助成、緑の担い手育成事業や林業労働者新共済事業補助金、放置林の整備を支援するため

の森林整備地域活動支援交付金、美しい森づくり基盤整備交付金など、合わせまして３，２

１９万８，３２４円を支出いたしております。 

  次に、２０４ページの７款、商工費ですけれども、前年度からの繰り越し分も含めまして、

総額２億２，４２０万７，５３７円で、前年度に比較して７０．０％の減となっております。 

  ２目の商工振興費では、２０９ページの１９節で、商工会小規模事業経営支援事業に１，

８２９万３，０００円、中小企業信用保証料補給金は２３件で３５８万６，８３６円、営業

資金融資利子補給金は４９件で１７５万８６０円、企業立地奨励金１件３２５万３，３５７

円、地域創生プレミアム商品券発行事業補助金に３，２５７万５，９１８円、須知商店連盟

に防犯カメラ・防犯灯等設置補助金として１７０万円などを支出しております。 

  ３目の観光費では、２１０ページの委託料で、質志鐘乳洞、わち山野草の森、アグリパー



 

－３５－ 

クわち、京丹波 味夢の里など観光施設の施設管理維持委託料として、合わせて３，４５５

万８，８８１円を支出したほか、ラッピングバスの製作費など作業委託料として４１４万９，

３６０円、食の祭典など食の郷創造事業の企画運営委託料に８９２万８，７６０円、京丹波 

味夢の里モニタリング委託料に７５６万円などを支出しております。 

  ２１３ページの１５節、工事請負費では、自然双生運動公園の撤去工事６５７万９，４０

０円や観光施設の案内看板設置工事４件で４１３万３，９６０円が主なものでございます。 

  なお、３目の観光費において、３，０７２万４，０００円を平成２８年度に繰り越しいた

しております。 

  次に、２１２ページ、最下段の８款、土木費は、平成２６年度からの繰越事業を含めまし

て総額１１億１，８０３万５，６０５円で、前年度に比べますと４１．０％の減となりまし

た。土木費全体で２億６，９０１万４，０００円を平成２８年度へ繰り越しいたしておりま

す。 

  ２項の道路橋梁費、２目、道路維持費では、２１９ページの工事請負費でございますが、

町道７５路線の維持修繕工事と２路線での交通安全施設整備工事を行い、合わせて５，０７

６万８，６４０円を支出いたしました。 

  ３目の道路新設改良費では、京丹波町地域振興拠点施設の開業にあわせたイベント開催業

務委託料や町道等の改良に向けた設計監理委託料を主なものとしまして、２２１ページの１

３節、委託料で、６，５９７万８，８９０円、社会資本整備総合交付金や電源立地地域対策

補助金を活用した道路整備と単独事業も合わせまして、２１カ所の改良工事費及び京丹波 

味夢の里整備に関連する工事などを合わせまして、工事請負費は５億４，６１１万６，０４

６円を支出するなど、道路改良費全体で６億４，４３３万３０９円を支出いたしております。 

  ２２２ページからの３項、河川費、１目、河川総務費では、各地区でお世話になりました

河川除草作業の謝礼に７４７万５，２１７円を支出したほか、河川修繕工事費として１３河

川の修繕及び１河川の浚渫に２，２６５万５，１６０円を支出いたしました。 

  ５項の下水道費では、下水道事業特別会計へ特定環境保全公共下水事業分の繰出金として、

２億４，７４２万７，０００円を繰り出しております。 

  ６項の住宅費では、町営住宅の維持管理費用のほか、２２７ページ、１９節、負担金補助

及び交付金で、木造住宅耐震改修補助金２件１８０万円、住宅改修補助金９１件６１１万円、

地域再建被災者住宅等支援補助金２件６０万円などを支出し、住宅費全体では２，３８８万

９，４４１円となっております。 

  次に、２２６ページの９款、消防費は、総額６億７，１８１万９，７７６円で、前年度に
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比べ６８．３％の増となっております。主な増加要因としましては、防災行政無線の整備に

係るものでございます。 

  １目の常備消防費では、京都中部広域消防組合負担金として２億７，２７０万８，０００

円を支出いたしました。 

  ３目の消防施設費では、２３１ページ、備品購入費で、小型動力ポンプ付積載車５台の更

新等に３，９７９万８，０００円を支出しております。 

  ４目、防災費では、地域防災計画策定改訂業務の委託料として５９５万７，２８０円、防

災行政無線の整備工事に２億５，７１４万２，７７９円を支出いたしました。 

  次に、２３２ページの１０款、教育費、前年度からの繰り越し分を含め支出総額は８億４，

９５１万１，９４６円で、前年度に比べ２０．３％の増となりました。学校の空調設備整備

工事に伴うものが要因となっております。教育費全体では、８，９１１万４，０００円を平

成２８年度に繰り越しいたしております。 

  １項の教育総務費につきましては、教育委員会費、事務局経費、学童保育事業などに係り

ます経費、及び育英資金給付事業特別会計への繰出金などで１億６，５４９万８，７０９円

を支出いたしております。 

  ２３８ページの２項、小学校費では、児童の安全・安心な教育環境の整備を図るために１

億３，２４４万３，０７４円を支出いたしました。 

  １目の学校管理費では、２４１ページの中ほどの委託料で、小学校の空調設備整備に係り

ます実施設計業務と屋内体育施設非構造部材耐震改修工事の実施設計業務を合わせて１，１

９８万９，０８０円を支出したほか、設備保守点検管理等委託料に５９６万１，２０９円。

使用料では、機器物品等借上料に４６６万６，７９６円などを支出いたしております。 

  ２目の教育振興費では、２４３ページ、学習支援事業に係ります指導員等の雇用賃金とし

まして、１，３４３万８，０２２円を支出、また、要保護・準要保護及び特別支援の就学奨

励費に５５２万１，４７５円の就学援助を行いました。 

  ３項の中学校費につきましては、１目の学校管理費の２４７ページ、委託料で、中学校の

空調設備整備工事に係る実施設計業務と屋内体育施設非構造部材耐震改修工事の実施設計業

務を合わせまして６８６万２，３２０円。工事請負費では、中学校の空調設備整備工事３カ

所、７，９３３万６，８００円を主なものとしまして、全体で８，１７７万５６９円を支出

したほか、２４８ページからの２目、教育振興費では、外国語指導助手や学習支援教諭の配

置費用を支出するとともに、ホッケーの近畿大会、全国大会への出場に当たっての助成を行

いました。 
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  また、２５３ページでは、要保護・準要保護及び特別支援の就学援助費として、７１３万

２，１１６円の就学援助を行っております。 

  ４項の幼稚園費では、平成２７年度において空調設備整備工事等の実施設計を行い改修費

用として、２５７ページの工事請負費、１，７９１万８，２８０円を支出いたしました。 

  ２５６ページからの５項、社会教育費では、社会教育の充実・推進を図るために女性の会

や人権啓発推進協議会など６団体に２８８万円の補助金を支出しております。 

  また、２目、公民館費におきましては、和知ふれあいセンターの屋根の改修工事３，１４

１万９，３６０円を主なものとしまして、各公民館施設の維持管理経費等の合計で７，０７

２万６，１６８円を支出しております。 

  ６項の保健体育費では、１目、保健体育総務費で、昨年度グリーンランドみずほを主会場

として開催されました高校総体ホッケー競技大会の運営費開催地負担金として、２６７ペー

ジ上段、４６６万６２９円を支出したほか、２目の体育施設費では、工事請負費で、下山グ

ラウンド管理施設等改修工事に１，５４７万９，６４０円を支出いたしております。 

  ７項の学校給食費は、人件費、賄材料費を主なものとしまして、全体で１億３，６６０万

１，０３３円を支出いたしました。 

  次に、２７０ページの１１款、災害復旧費につきましては、台風や豪雨で被災しました農

道、農地、林道、河川の復旧事業に総額１億６，９１８万４，７６２年を支出いたしており

ます。 

  なお、災害復旧費において１，２８０万円を平成２８年度に繰り越しております。 

  最後に、２７２ページの１２款、公債費は、元金利子合わせまして総額１４億２，２７９

万３３４円を償還し、前年度と比べて７．９％の減となりました。実質公債費比率の抑制に

向け取り組んでまいりましたが、平成２７年度の実質公債費比率は１４．０％となったとこ

ろでございます。 

  以上、一般会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第２号 平成２７年度京丹波町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

について、説明をさせていただきます。 

  ２７４ページからでございます。 

  歳入総額は、２３億９，２９６万７，６２６円で、前年度に比べて１９．９％の増。歳出

総額は、２３億８，５９５万８，０３４円で、前年度に比べ２０．７％の増となりました。

歳入歳出差引額及び実質収支額ともに７００万９，５９２円となりました。 

  それでは、歳入の主な科目につきまして説明させていただきます。 
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  事項別明細書の２８３ページからでございます。 

  １款、国民健康保険税は、総額３億５，３２５万４，１９８円で、前年度に比べ６．６％

の減となりました。徴収率は現年度分で９５．２％、過年度分で２２．９％となり、前年度

と比較して現年度分で０．３ポイントの上昇、過年度分は２．４ポイントの低下となりまし

た。 

  なお、地方税法の規定に基づきまして、６４人で６３８万２，７３４円の不納欠損処理を

させていただいております。 

  ２８５ページ、３款、国庫支出金は、総額５億１６４万６，７６８円で対前年度比４．

６％の増。 

  ２８７ページの４款、療養給付費交付金は、総額７，９６６万５，０００円で対前年度比

１８．２％の減。 

  ５款の前期高齢者交付金は、総額６億５，３１１万２，７０９円で対前年度比１６．８％

の増。 

  府支出金は、総額１億３，５４０万６，１９０円で対前年度比１２．４％の増。 

  ２８９ページの７款、共同事業交付金は、総額４億６，３９４万３，１２９円で対前年度

比１４４％の増。対象事業費の拡大に伴うものでございます。 

  ９款の繰入金は、一般会計からの繰入金１億７，７３１万７，２３８円で対前年度比５１．

０％の大幅な増となりました。軽減対象者の拡大による保険基盤安定繰入金や財政安定化支

援事業繰入金の増加と合わせまして、平成２７年度からは、人間ドックのがん検診費用相当

と国の調整交付金が減額となる福祉医療波及分相当を合わせて、２，６６３万２，２０５円

を新たに繰り入れたことにより大幅な伸びとなっております。 

  なお、国保運営基金からの繰り入れは行っておりません。 

  続きまして、歳出の主な科目につきまして説明をさせていただきます。 

  少しページ飛びまして２９９ページからの２款、保険給付費でございます。保険給付費の

総額は、１５億６０９万４，７９５円で対前年度比１２．１％の増となりました。 

  療養給付費におきます一般被保険者の年間平均は４，２５３人、１人当たりの医療費は３

９万５，５０２円で、前年度に比べ４万６，１６８円の増。 

  退職被保険者の年間平均は２１７人、１人当たりの医療費は３７万４，４０１円で、前年

度に比べ８万６，９３２円の増となり、特に一般被保険者では、被保険者数が減少する中、

件数、費用額、１人当たり費用額ともに大きく伸びた状況となりました。 

  ３０３ページの３款、後期高齢者支援金は、事務費を含め総額２億５，０１６万２，７１
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４円で対前年度比０．６％の減。 

  ３０５ページの６款、介護納付金は、総額７，９３２万８，００１円で対前年度比２５．

３％の減。いずれも前々年度分の確定に伴い清算分が差し引きされたことによるものでござ

います。 

  ７款の共同事業拠出金は、総額４億５，６８６万４７６円で前年度と比べ１４１．３％の

増となりました。平成２７年度から保険財政共同安定化事業の対象となる医療費がこれまで

のレセプト１件当たり３０万円を超えるものから、全ての医療費に拡大されたことによるも

のでございます。 

  ３０７ページの８款、保健事業費では、総額３，３９２万３，７７６円で対前年度比４．

６％の増となりました。特定健診、保健指導などに係る一般会計への繰出金や人間ドックの

助成などが主なものでございます。 

  ３１１ページの１１款、諸支出金は、総額４，２２８万５６９円で対前年度比２３．０％

の増となりました。諸支出金の主なものとして、平成２６年度分の国府支出金等の返還金２，

９１１万６，２６９円。 

  ３１４ページでは、京丹波町病院事業への繰出金として、１，２０６万６，０００円を支

出しております。繰出金の内訳としましては、和知診療所のへき地診療所運営費分１，００

２万９，０００円、和知歯科診療所のへき地診療所運営分に２０３万７，０００円となって

おります。 

  以上、国民健康保険事業特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第３号 平成２７年度京丹波町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算に

ついて、説明を申し上げます。 

  ３１５ページからでございます。 

  歳入総額は２億５８０万５，３０７円、歳出総額は２億３１４万１５０円で、歳入歳出と

もに対前年度比４．２％の減、歳入歳出差引額、実質収支額ともに２６６万５，１５７円の

黒字決算となっております。 

  歳入につきましては、３２０ページの事項別明細書からでございますが、主な歳入科目で

は、１款の保険料、特別徴収、普通徴収を合わせまして１億２，９５２万４，７０５円、対

前年度比６．６％の減となりました。 

  なお、収入済額の中には、過誤納金を含んでおりますが、これを差し引いた現年度分の実

質の徴収率は９９．３％となったところでございます。また、高齢者の医療の確保に関する

法律１６０条の規定に基づきまして、お一人分２万２，２００円を不納欠損処理させていた
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だいております。 

  ３款の繰入金では、事務費繰入金のほか、保険基盤安定繰入金として６，９６６万８，５

４２円。 

  ３２３ページの保険事業繰入金は、これまで人間ドックの費用について広域連合から９割

が助成されておりましたが、平成２７年度からは７割助成に変更となったため、その差額を

繰り入れることとして２４万２，８９９円、合計で一般会計から７，１９７万８，８４１円

を繰り入れております。 

  次に、主な歳出につきましては、３２６ページの２款、後期高齢者医療広域連合納付金で、

４月から３月までの保険料負担金として１億２，９５６万８，８０７円。保険基盤安定負担

金として６，９６６万８，５４２円を支出いたしております。 

  ３款の保険事業費では、３２９ページ、人間ドック助成金４３件分、１６１万７，５９３

円を支出いたしております。 

  以上、後期高齢者医療特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第４号 平成２７年度京丹波町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につ

きまして、まず、事業勘定分の歳入歳出決算につきまして説明をさせていただきます。 

  ３３０ページからでございます。 

  歳入総額は、２１億３，１９３万７，７３３円で対前年度比２．０％の増。歳出総額は、

２０億４，０７５万５，４１１円で対前年度比１．１％の減となり、歳入歳出差引額、実質

収支額ともに９，１１８万２，３２２円の黒字決算となりました。 

  介護保険の状況でございますが、平成２８年３月末で第１号被保険者は５，９６３人、人

口１，５７９人に占める割合は３９．５％となったところでございます。 

  また、要介護認定者数は、１号、２号被保険者を合わせまして１，１６７人で、そのうち

居宅サービス受給者は６６８人、認定者の５７．２％、施設サービス受給者は２７０人、認

定者の２３．１％となっております。 

  歳入につきましては、事項別明細書の３３７ページからでございます。 

  主なものといたしまして、１款、保険料、平成２７年度からの第６期介護保険事業計画に

基づく算定により、総額４億１，１０３万７，２００円で対前年度比１５．６％の増。現年

度分の徴収率は９９．０４％となったところでございます。また、介護保険法第２００条の

規定により、７３人分、２７１万６，２００円を不納欠損処理させていただいております。 

  ３款の国庫支出金では、総額５億４，８２９万８，７０３円。３３９ページの４款、支払

基金交付金では、５億４，９７２万９，４５６円。５款、府支出金では、３億２，１３２万
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１，７６８円をそれぞれ受け入れいたしました。 

  ３４１ページの７款、繰入金では、一般会計から介護給付費や地域支援事業に係る一般会

計負担分として、２億４，７５８万５，６４１円を繰り入れいたしております。 

  また、平成２７年度より創設されました所得が低い方に対する保険料軽減措置分として、

第１段階を対象として３８９万１，２００円の繰り入れを行いました。 

  なお、介護保険給付費準備基金からの繰り入れは行っておりません。 

  次に、主な歳出といたしまして、少し飛びまして３４７ページ、２款、保険給付費でござ

います。居宅介護や施設介護等の１項、介護サービス等諸費としましては、１７億２，２８

３万２０８円。 

  ３４９ページの２項、介護予防サービス等諸費は、５，１０８万６，８８２円。 

  ３５１ページの５項、特定入所者介護サービス等費、１億１，９１３万８，８０８円など

を主なものといたしまして、保険給付費全体で１９億３，６０６万５，２４９円を支出いた

しております。前年度と比べて１．９％の減となりました。 

  ３５１ページの３款、地域支援事業費では、介護予防事業費として地域住民グループ支援

事業や地域型体操教室の業務委託、ミニデイサービス事業委託料など、介護予防支援事業に

総額３，９９９万８，１２８円を支出いたしました。 

  なお、３５７ページの３項、介護予防生活支援サービス事業費では、介護保険制度の改正

に伴い、本町では平成２７年度の３月末から介護予防・日常生活支援新総合事業に移行し、

移行後の費用として１１万８，７５６円を支出いたしております。 

  以上、介護保険事業特別会計事業勘定の説明とさせていただきます。 

  続きまして、平成２７年度介護保険事業特別会計のサービス事業勘定歳入歳出決算につき

まして、説明をさせていただきます。 

  ３６１ページからでございます。 

  歳入総額は、７７２万２，７２４円で対前年度比１０．０％の増。歳出総額は、５５６万

５，８４７円で対前年度比９．３％の減となりました。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

２１５万６，８７７円の黒字決算となっております。 

  ３６６ページの歳入でございますが、１款のサービス収入は、居宅支援サービス計画費収

入で、委託直営件数を合わせまして１，５０４件で６６５万８０円の収入でございます。 

  ３６８ページの歳出につきましては、２款の事業費が主なもので、介護予防サービス計画

作成委託料として、町内８、町外３の事業者に４１６万２，３００円を支出いたしておりま

す。 
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  なお、平成２７年度は、事業所への委託案件から包括支援センター直営で行う案件に変更

になったものもあり、委託件数、金額ともに減少いたしております。 

  以上、介護保険事業特別会計サービス事業勘定の説明とさせていただきます。 

  続きまして、平成２７年度介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定歳入歳出決算

につきまして、説明をさせていただきます。 

  ３７０ページからでございます。 

  歳入総額は、１億６，３９８万６，３５１円で対前年度比０．５％の減。歳出総額は、１

億６，２８１万３，９８０円で対前年度比０．９％の減。歳入歳出差引額、実質収支額とも

に１１７万２，３７１円の黒字決算となりました。 

  施設の利用状況としましては、入所の延べ利用者数が４，００９人で１日当たりの介護報

酬は１１万７，９７５円、短期入所の延べ利用者数は１，１７９人となりました。 

  歳入の主なものとしましては、３７５ページの１款、サービス収入で居宅介護が１，３３

５万５，９１３円、施設介護が４，３１７万８，９１４円など、合わせまして７，０１７万

３，２１５円の収入となりました。 

  ３款の繰入金では、一般会計から９，２００万円の繰り入れを行っております。 

  次に、歳出でございますが、３７９ページ、１款の総務費では、医師、看護師、介護支援

専門員等の人件費及び施設運営経費として、１億４，６４６万９，７５７円を支出いたしま

した。 

  ３８１ページの２款、介護サービス事業費では、医薬材料費、給食業務委託料、機器物品

等借上料などで１，６３４万４，４５３円を支出いたしました。 

  以上、介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定の説明とさせていただきます。 

○議長（野口久之君） 途中でございますが、これより暫時休憩をいたします。午後は１時１

５分からということで、よろしくお願いします。 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 １時１５分 

○議長（野口久之君） それでは休憩前に引き続き会議を続けます。 

  下伊豆会計管理者。 

○会計管理者（下伊豆かおり君） 説明に入ります前に、午前中の介護保険の説明の中で、被

保険者数と人口を申し上げたところですけれども、総人口を誤って１，５７９人と申し上げ

ておりました。１万５，０７９人に訂正させていただきます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、続きまして、認定第５号 平成２７年度京丹波町水道事業特別会計歳入歳出決
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算につきまして、説明を申し上げます。 

  ３８５ページからでございます。 

  歳入総額は、１５億６，４１４万２，０５０円で対前年度比１５．６％の増。歳出総額は、

１５億３，４５７万４４８円で対前年度比１８．７％の増となりました。歳入歳出差引額は

２，９５７万１，６０２円、翌年度へ繰り越すべき財源４００万円を差し引きました実質収

支額は、２，５５７万１，６０２円で、形式収支、実質収支ともに黒字決算となりました。

平成２７年度末の給水件数は６，９５２件、給水人口は１万５，００３人となっております。 

  歳入につきましては、事項別明細書３９０ページをお願いいたします。 

  １款、分担金及び負担金、１項の分担金につきましては、新規加入４９件と口径変更１件

で１，４６０万１，６００円の収入、対前年度比３０．０％の増となりました。 

  ２款の使用料及び手数料の水道使用料は、総額５億１，０３７万１，８３２円の収入で対

前年度比１．５％の増となりました。また、現年度分の徴収率は、９７．９％となったとこ

ろでございます。 

  ３款の国庫支出金では、水道施設整備費及び簡易水道施設整備費補助金で総額７，９９８

万７，０００円。 

  ４款、府支出金では、ふるさとの水確保対策事業費補助金１，７６０万４，０００円をそ

れぞれ受け入れました。 

  ３９２ページ、６款、繰入金では、一般会計から５億７，１５８万４，０００円、水道事

業基金から８６９万３，２７５円を繰り入れいたしました。対前年度比３．５％の増となっ

ております。 

  ３９４ページ、９款、町債は、統合簡易水道事業の財源として２億９，３８０万円を借り

入れております。 

  続きまして、３９６ページからの歳出でございます。 

  １款、水道管理費は、人件費と水道施設の光熱水費、修繕料、医薬材料費など維持管理経

費を初め、３９９ページの委託料では、施設の維持管理委託料、保守委託料、水質検査委託

料のほか、平成２９年度からの水道事業の公営企業法適用に向けた調査等の委託料として、

１，１１２万９，４００円を支出いたしました。 

  工事請負費では、国道９号線新水戸交差点改良工事に伴う水道管移設工事のほか６件で３，

８３７万４，５６０円、また、漏水やメーター取りかえの維持補修工事１１３件分、９，６

３６万５，６２３円を支出いたしております。 

  ４０１ページ、積立金では、水道事業基金などに２，２１１万４，０００円の積み立てを
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行いました。 

  なお、１３節、委託料において、２，２００万円を平成２８年度に繰り越しいたしており

ます。 

  ４００ページの２款、施設費、１目、水道施設費では、丹波瑞穂地区の統合簡易水道整備

工事代金１億３，３３０万５，４８０円を主なものとして、全体で１億６，２８０万８，９

８３円を支出いたしております。 

  ２目の簡易水道施設費では、平成２６年度繰越事業を含めまして、和知地区の統合簡易水

道工事代金２億４７７万９，９６０円を主なものとして、全体で２億２，３３６万６，１９

８円を支出いたしております。 

  ４０２ページ、３款、公債費では、元金利子合わせて６億８，１３９万３，０９２円を償

還いたしました。 

  以上、水道事業特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第６号 平成２７年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算につき

まして、説明させていただきます。 

  ４０４ページをお願いいたします。 

  歳入総額は、９億３，３７８万１，３１５円で対前年度比０．２％の増。歳出総額は、９

億２，９６６万１，６５４円で対前年度比０．３％の増となりました。歳入歳出差引額は４

１１万９，６６１円、翌年度へ繰り越すべき財源４００万円を差し引きしました実質収支額

は１１万９，６６１円となり、形式収支、実質収支ともに黒字決算となりました。 

  京丹波町の下水道の状況は、町内２３処理区におきまして、計画戸数４，５２９戸、加入

件数３，９０２件、使用件数３，５９１件で施設使用率は９２．０％となり、前年度より０．

２ポイント上昇となりました。また、合併処理浄化槽につきましては、設置対象基数が１，

９６０基、設置基数は１，４３７基、整備率７３．３％、前年度より１．５ポイント伸びて

おります。 

  それでは、歳入の主なものにつきまして、事項別明細書の４０９ページから説明させてい

ただきます。 

  １款、分担金及び負担金では、農業集落排水事業５件、特定環境保全公共下水道事業５件

の新規加入分担金として８６４万円の収入がありました。 

  ２款の使用料及び手数料、１項、使用料では、各事業合わせまして２億５，９９０万６，

５０６円の収入で対前年度比２．６％の増となりました。現年度分の徴収率は９７．９％と

なったところでございます。 



 

－４５－ 

  ４１１ページの３款、国庫支出金では、農業集落排水事業国庫補助金として１，２７０万

円を受け入れております。 

  ４１３ページ、６款、繰入金では、一般会計からそれぞれの事業に総額４億９，４３９万

１，０００円を繰り入れております。 

  ４１５ページ、８款の諸収入、支障物件移設補償費５９９万２，５２５円は、府道京丹波

三和線道路改良工事に伴う下水道管移設工事の補償費でございます。 

  ９款、町債では、総額１億４，６７０万円を借り入れたところでございます。 

  次に、歳出でございます。 

  ４１７ページをお願いいたします。 

  ２款の下水道費では、総額３億４，９６８万２，５７７円を支出。主なものといたしまし

て、１項、農業集落排水費では、１目、施設整備費の委託料で農業集落排水施設の機能診

断・整備構想策定業務に１，３４３万５，２００円。下水道管移設工事に７７１万１２０円。

２目、施設管理費の委託料、４２０ページの中ほどですが、施設の維持管理に係るものとし

て、船井郡衛生管理組合等に５，７１１万１，６８１円を支出いたしました。 

  ４２１ページの２項、公共下水道費では、１目の施設整備費の委託料で、下山グリーンハ

イツ区宅内誤接続調査業務委託料として４５３万６，０００円。 

  ２目、施設管理費の委託料では、汚泥脱水業務など維持管理に係る委託料として、船井郡

衛生管理組合などに６，８１７万９，３４３円を支出いたしました。 

  なお、施設整備費の１３節、委託料において、４００万円を平成２８年度に繰り越しいた

しております。 

  ３項の浄化槽市町村整備推進施設費では、４２４ページ、委託料で、施設の維持管理に係

る清掃委託料と保守点検委託料を合わせて、船井郡衛生管理組合等に９，４９７万７，８７

０円を支出しております。 

  ４２５ページ、３款、公債費では、元金利子を合わせて５億４，５９１万４，１９２円を

償還いたしました。 

  以上、下水道事業特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第７号 平成２７年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算につきま

して、説明を申し上げます。 

  ４２７ページからでございます。 

  歳入総額１９万２，６５２円。歳出総額１９万２，６５２円で、歳入歳出差引額、実質収

支額ともにゼロ円の決算となりました。 
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  ４３２ページ、歳入につきましては、１款、財産収入で、土地開発基金の利子１９万２，

６５２円を受け入れ、４３４ページ、歳出において、土地開発基金に１９万２，６５２円を

繰り出しております。 

  以上、土地取得特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第８号 平成２７年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算

につきまして、説明させていただきます。 

  ４３６ページをお願いいたします。 

   歳入総額２８２万８，５３２円で対前年度比０．２％の増。歳出総額２８２万８，００

０円で対前年度比０．８％の増となりました。歳入歳出差引額、実質収支額ともに５３２円

でございます。 

  ４４１ページ、歳入の主なものにつきましては、３款、繰入金で、一般会計及び育英基金

からそれぞれ１３９万５，０００円、計２７９万円を繰り入れております。 

  ４４３ページ、歳出では、２款、育英費につきまして、育英給付金２７９万円を大学生１

４名、専門学校生２名、高校生８名、計２４名に対しまして給付いたしております。 

  以上、育英資金給付事業特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第９号 平成２７年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算

につきまして、説明申し上げます。 

  ４４５ページからでございます。 

  歳入総額１億５７８万３，５５９円。歳出総額１億５４５万９，７３２円で、いずれも対

前年度比０．１％の減。歳入歳出差引額、実質収支額ともに３２万３，８２７円の黒字決算

となりました。平成２７年度１２路線のバス一般乗客数は、延べ人数で３万２，３４９人、

１日平均１１０人の利用となっております。 

  それでは、事項別明細書４５０ページ、歳入をお願いいたします。 

  １款、事業収入は、運賃収入が１，０２７万５，０３０円、スクールバス認定路線を受託

運行しております受託収入は１，６７０万８，０５０円、合わせまして２，６９８万３，０

８０円の収入となりました。 

  ３款、繰入金では、一般会計から６，７３０万円の繰り入れを行っております。 

  ６款、町債は、バス購入事業債として２台分、１，０７０万円を借り入れました。 

  次に、４５４ページからの歳出でございますが、１款、事業費は、バス運転手の人件費及

びバス運行に係る燃料費、車検等修繕料など、維持管理運営経費を主なものとしております。 

  備品購入費の過疎対策事業債を活用してのバス２台の購入費用１，０７６万５，４４０円
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など、事業費の総額は９，８７７万６，５４９円となりました。 

  ２款の公債費では、元金利子合わせて６６８万３，１８３円を償還いたしております。 

  以上、町営バス運行事業特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、財産に関する調書について説明を申し上げます。 

  まず、公有財産でございますが、土地建物の増減について、４６０ページ、行政財産の土

地及び建物につきまして説明を申し上げます。 

  まず、土地でございますが、公共用財産の公営住宅用地で、和知地区のもと町営住宅馬森

団地の土地を分譲住宅地として造成したものについて、普通財産へ移管したことにより３，

３９４平方メートルの減少。その他の施設用地は２万９，２７９平方メートルの増加で、道

の駅「京丹波 味夢の里」用地として２万７，８８８平方メートルを普通財産から移管等を

行ったものを初め、防災行政無線の整備事業などの用地取得に伴い、土地全体では差し引き

２万５，８８５平方メートルの増加となりました。 

  次に、建物でございますが、木造については９平方メートルの増加。これは、中央公民館

前のバス待合所でございます。非木造については、公園として、グリーンランドみずほホッ

ケー場のクラブハウスと倉庫で７４平方メートル。その他の施設として、道の駅「京丹波 

味夢の里」の建屋４，１７９平方メートルを初め、和知駅前のトイレ、水道の施設などを合

わせまして４，３３３平方メートルの増加となっております。 

  次に、４６２ページの普通財産の土地及び建物でございます。 

  公共用財産、その他の施設、土地につきましては、和知地区の住宅分譲用地として行政財

産から移管し、一部売却したものを差し引きして１，３１４平方メートルの増加。道の駅

「京丹波 味夢の里」の供用開始に伴い行政財産へ移管したため、３万７，２０９平方メー

トルの減少、計３万５，８９５平方メートルの減少となりました。 

  ４６３ページの建物につきましては、建物非木造につきまして、道の駅「京丹波 味夢の

里」の建屋を供用開始に伴い行政財産へ移管しましたので、４，１７９平方メートルの減少

となりました。 

  続きまして、４６４ページ、出資による権利につきましては、前年度からの変更はござい

ません。 

  次に、４６５ページの物品につきまして、説明申し上げます。 

  車両・船舶類では、消防車両５台、町営バス２台の更新のほか、公用車９台の購入と１０

台の廃車により、差し引き１台の減少となりました。 

  棚・箱類では、行政情報システム用３Ｕサブラック１台の増加。 
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  医療・衛生器具類では、老人保健施設に食器消毒保管庫１台の購入により増加。 

  機械・器具類では、冷凍庫の更新のほか、和知支所に乗用芝刈り機１台の購入により増加。 

  電気・通信器具類では、車搭載の無線局及び携帯無線局６９台を廃止する一方、ケーブル

テレビ関係のサーバー、道の駅「京丹波 味夢の里」情報発信器、防災行政無線に係る機器

など１６４台を新たに計上し、９５件の増加となりました。 

  運動・娯楽用品では、サッカーゴールの更新のほか、中央公民館木育広場の木の砂場の購

入とグリーンランドみずほのホッケーゴール１組の受贈により２件の増加となりました。 

  雑品類では、ケーブルテレビの管理端末メインコンテンツ配信用サーバーの保守用ライセ

ンスとプロビジョニングサーバー保守用ライセンスの２件の増加となっています。 

  次に、４６６ページの基金でございます。 

  不動産、有価証券には増減はございませんが、現金としましては、一般会計の基金の主な

ものとして、財政調整基金４，３３６万９，０００円、振興基金２億９，１９０万７，００

０円、過疎地域自立促進特別基金では７，７８５万１，０００円、そして、平成２７年度よ

り新たにふるさと応援寄附金基金を創設し２，５１５万９，０００円を積み立てたほか、一

般会計全体では４億３，９１９万３，０００円を積み立てました。 

  また、特別会計では、全体で１，７４４万６，４６４円を積み立て、全ての会計を合わせ

た平成２７年度末現在高は、５３億２，６５９万４，４１５円となっております。 

  以上、財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

  続きまして、六つの財産区特別会計の決算説明をさせていただきます。 

  各財産区の財産に関する調書は、説明を省略させていただきますので、ご了承いただきま

すようお願いいたします。 

  まず、認定第１０号 平成２７年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算につきまし

て、説明申し上げます。 

  ４６８ページからでございます。 

  歳入総額１２９万５，８７６円。歳出総額１２１万５，６３９円。歳入歳出差引額、実質

収支額ともに８万２３７円でございます。 

  ４７３ページ、歳入でございますが、１款、財産収入の主なものとしましては、須知地区

の財産運用収入としまして、駐車場貸付料１３万円、携帯電話通信鉄塔敷地料２６万４，０

００円となっております。 

  ３項、財産売払収入としましては、須知地区で曽根地内における工事用道路拡幅用地とし

て京丹波町に売却したものです。 
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  ２款の寄附金では、須知地区で管理運営寄附金として３９万４，５００円を受け入れてお

ります。 

  ３款、繰入金では、竹野地区におきまして１２万円の基金繰り入れを行いました。 

  ４７７ページ、歳出でございますが、須知地区では委員報酬のほか、敬老会祝賀式、区長

会への補助金など４５万円を支出。また、財政管理調整基金に４２万８，０００円の積み立

てを行っております。 

  竹野地区では、委員報酬のほか、小学校卒業記念品の助成、また、財政管理調整基金に４

万５，４８３円を積み立てております。 

  以上、須知財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第１１号 平成２７年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算の説

明でございます。 

  ４８３ページからでございます。 

  歳入総額３１万３，１５８円。歳出総額２９万２，４５９円。歳入歳出差引額、実質収支

額ともに２万６９９円でございます。 

  ４８８ページ、歳入では、２款、寄附金の２１万９，３００円が主な収入でございます。 

  次に、４９０ページ、歳出でございますが、委員報酬、区長報償に９万１，５００円を支

出し、財政調整基金積立金に１４万３，０００円を積み立てております。また、木ノ谷林道

管理委託料として４万円を支出しております。 

  以上、高原財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第１２号 平成２７年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算につ

きまして、説明させていただきます。 

  ４９４ページをお願いいたします。 

  歳入総額１，７２６万２，９２９円。歳出総額１，６８０万５，９４９円。歳入歳出差引

額、実質収支額ともに４５万６，９８０円の黒字決算となりました。 

  ４９９ページ、歳入では、１款の財産収入で、１項、財産運用収入では、瑞穂ゴルフ倶楽

部を初めとする土地貸付料１，４００万６，０００円が主な収入でございます。 

  ２項、財産売払収入としましては、町が整備いたしました防災行政無線の基地局用地とし

て中台地内の土地を売却したものと、作業道敷設に係る支障木の伐採売払収入でございます。 

  ５０３ページ、歳出でございますが、１款、総務費、１目、一般管理費では委員報酬、区

長報償、委員研修費補助金等のほか、財政調整基金に３２万４，０００円の積み立てを行っ

ております。 
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  ２目の財産管理費では、直営林保育作業委託料として３２０万円。 

  ３目、諸費では、構成地区の各団体への活動補助金や山林高度利用補助金、地域振興対策

補助金等として１，０１６万９，０００円を支出しております。 

  また、公民館事業繰出金として、一般会計に７０万円を繰り出しました。 

  以上、桧山財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第１３号 平成２７年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算につ

いて、説明申し上げます。 

  ５１０ページをお願いいたします。 

  歳入総額６２８万３，１０７円。歳出総額５６０万４，６８３円。歳入歳出差引額、実質

収支額ともに６７万８，４２４円の黒字決算となりました。 

  ５１５ページ、歳入でございますが、１款、財産収入では、携帯電話基地等への土地貸付

収入５５１万５，７１２円が主なものでございます。 

  次に、５１９ページ、歳出でございますが、１款、総務費、１目、一般管理費では、管理

会委員報酬等のほか、財政調整基金に１０万円の積み立てを行っております。 

  ２目、財産管理費の主なものとしましては、地元区への土地貸付補償費として３２０万８，

８８９円を支出。 

  また、３目、諸費では、梅田地域振興会補助金として１００万円を支出し、公民館事業繰

出金として一般会計に３０万円を繰り出しております。 

  以上、梅田財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第１４号 平成２７年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算に

つきまして、説明させていただきます。 

  ５２５ページでございます。 

  歳入総額６３０万６，８１７円。歳出総額５６２万８，８９６円。歳入歳出差引額、実質

収支額ともに６７万７，９２１円の黒字決算となりました。 

  ５３０ページ、歳入でございます。 

  １款、財産収入では、地元８集落への土地貸付収入とマツタケ山入札金、合わせて７０万

円が主なものでございます。 

  ２款、繰入金では、財政調整基金から２２０万５，０００円の繰り入れを行いました。 

  ４款、諸収入では、分収林受託事業収入として、国立研究開発法人森林総合研究所森林整

備センターから１７１万８，２８０円を受け入れております。 

  次に、５３４ページ、歳出でございます。 
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  主な支出につきましては、１款、総務費、１目、一般管理費では、委員報酬、区長報償、

委員研修補助等のほか、財政調整基金に１５万円の積み立てを行っております。 

  ５３６ページ、３目、諸費では、地元３団体への活動補助金として６０万円。三ノ宮地域

振興事業として管内地域施設等の改修費用等に助成をいたしました。 

  また、公民館事業繰出金として、一般会計に３０万円を繰り出しております。 

  以上、三ノ宮財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第１５号 平成２７年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算につ

きまして、説明申し上げます。 

  ５４０ページからでございます。 

  歳入総額３５９万６，２３９円。歳出総額２８７万６，１２８円。歳入歳出差引額、実質

収支額ともに７２万１１１円の黒字決算となりました。 

  ５４５ページ、歳入でございますが、１款、財産収入で地元７地区及び３法人に対しての

土地貸付料２７４万２，２００円が主な収入でございます。 

  次に、５４９ページ、歳出でございますが、１款、総務費、１目、一般管理費では、委員

報酬、区長報償等のほか、管理運営基金に４７万１，０００円の積み立てを行っております。 

  ２目、財産管理費では、直営林保育作業の委託料として８０万円。また、林道維持管理事

業等補助金として１８万３，０００円を支出いたしました。 

  ３目、諸費では、遺族会への活動補助金並びに貸付林等高度利用補助金として２６万５，

６００円を支出いたしました。公民館事業繰出金として一般会計に３０万円を繰り出してお

ります。 

  以上、質美財産区特別会計の説明とさせていただきます。 

  続きまして、認定第１６号 平成２７年度国保京丹波町病院事業会計決算について、説明

をさせていただきます。 

  病院事業会計につきましては、別冊子の１４ページをまずごらんいただき、全体の事業概

要を報告させていただきます。 

  病院事業会計決算は、平成２６年度に改正された地方公営企業の新会計基準を適用した２

度目の決算となっております。平成２７年度におきましても、町民の皆さんが安心して利用

できる私たちのまちの私たちの病院運営を目指し、積極的な取り組みを実践してまいりまし

た。 

  経営面では、経常利益３，８６２万７，３２９円となりましたが、新会計基準における過

去からの固定資産の購入に付随する消費税の費用化期間の適正化という点において、過年度
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損益修正損３，７２３万５，７６６円を特別損失として計上したことから、平成２７年度の

純利益は１３９万１，６２６円となりました。また、平成２７年度では、電子カルテ等医療

情報システムや医療機器の更新のため、９年ぶりに医療債の借り入れを行っております。 

  事業面では、３月に第４回京丹波町地域包括医療講演会を開催し、町内外から約３７０名

のご来場をいただき、大盛況で終えることができました。 

  それでは、次に、１５ページからの各施設の状況について説明申し上げます。 

  京丹波町病院の患者数の動向は、入院患者数は年間延べ１万１，４８９人で前年度に比べ

２４２人の増。外来患者数は年間延べ３万３，１３８人で前年度に比べ５３８人の減となり

ました。地域包括ケア事業・訪問事業の利用者については、年間延べ３，６２６人で前年度

に比べ３６６人の増となっております。 

  質美診療所では、外来患者数は年間延べ８４７人で前年度に比べ７３人の減となりました。 

  次に、和知診療所の外来患者数は、年間延べ１万２，４１４人で前年度に比べ８８６人の

減となりました。外科の外来診察日が週４日から３日に変更になったことが影響しておりま

す。 

  地域包括ケア事業・訪問事業の利用者については、年間延べ３７３人で前年度に比べて２

９人の増加となりました。 

  また、和知歯科診療所の外来患者数は、年間延べ８，５０４人で前年度に比べて２５８人

の増となっています。これは、新規患者数の増加及び毎週の土曜診療の定着化によるものと

考えられます。 

  続きまして、決算の説明に入らせていただきます。 

  ページ戻っていただきまして、９ページの損益計算書をごらんください。 

  １の医業収益では、入院収益が２億８，１２１万５，４３８円。外来収益は３億３，２３

１万１，２１５円。その他医業収益は、個室使用料、健診や予防接種などの公衆衛生活動収

益、救急告知病院の普通交付税算入分としての一般会計負担金、そのほか主治医意見書や診

断書料などを合わせて８，９５１万７，７５３円で、合計７億３０４万４，４０６円となり

ました。 

  ３の医業外収益の主なものは、補助金として１，２３２万５，５００円。内訳は、在宅療

養あんしん病院補助金２５万９，５００円、国保の特別調整交付金へき地直営診療所運営補

助として和知診療所に１，００２万９，０００円と、和知歯科診療所に２０３万７，０００

円となっております。 

  負担金交付金は、企業債償還利子分及び各施設運営補助金等３施設合わせて一般会計負担
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金２億２０５万３，７４５円と、長寿社会づくりソフト事業費交付金１６５万円で、合計２

億３７０万３，７４５円となりました。 

  また、固定資産の取得時に交付された補助金や一般会計負担金等も減価償却の対象となっ

ていることから、単年度における見合い分の収益化として２，８４０万１，７９３円を長期

前受金戻入として計上いたしております。 

  これらを主なものとしまして、医業外収益合計は２億４，９９２万２，５５４円となり、

合わせまして病院事業収益は９億５，２９６万６，９６０円となりました。 

  次に、２の医業費用でございますが、主なものは、給与費が５億５，４８３万４，０６７

円、材料費は薬品、診療材料などで６，９２３万９，７８５円、経費は光熱水費、各種業務

委託料など１億８，８３８万４，００６円、減価償却費６，５０８万２，３７９円、研究研

修費１６３万２，９８７円で、合計８億７，９１７万３，２２４円となっています。 

  また、４の医業外費用は、企業債支払利息１，８６５万７４５円、繰延勘定償却１，４７

８万８，９３９円を主なものとしまして、計３，５１６万６，３４４円で、病院事業費用は

９億１，４３３万９，５６８円となりました。 

  収支差し引きいたしますと、経常利益は３，８６２万７，３９２円となったところでござ

います。 

  ５の特別損失につきましては、先に申し上げましたように、公営企業会計の新基準に基づ

き、過去からの固定資産購入に付随する消費税の費用化期間の適正化として、３，７２３万

５，７６６円を過年度損益修正損として計上いたしました。 

  結果、当年度純利益は１３９万１，６２６円となり、当年度末未処理欠損金は１億１５４

万８，２５８円となりました。 

  なお、収益費用の明細につきましては、２５ページから３６ページに施設ごとに記載して

おりますので、後ほどごらんください。 

  次に、５ページ、資本的収入及び支出でございますが、収入の企業債は、京丹波町病院で

１億１，２８０万円、和知診療所で１，０３０万円の借り入れを行いました。 

  他会計出資金は、企業債の元金償還に係るものとして、一般会計から京丹波町病院に１億

１，９１９万２，８７４円、和知診療所に２４万２，０３８円、和知歯科診療所に７９万８，

５１９円、合わせまして１億２，０２３万３，４３１円となりました。 

  そのほか補助金として、京丹波町病院では、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金３８

３万円。和知診療所では、医療施設等設備整備費補助金８１０万円を受け入れました。 

  資本的収入の総額は、２億５，５２６万３，４３１円となりました。 
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  ７ページの支出につきましては、企業債償還金として、京丹波町病院１億１，９１９万２，

８７４円、和知診療所２４万２，０３８円、和知歯科診療所７９万８，５１９円、合わせま

して１億２，０２３万３，３４１円となりました。 

  建設改良費では、京丹波町病院では、電子カルテ等医療情報システム、医用画像情報シス

テム、高効率化空調設備、ＬＥＤ照明、無停電電源設備などの更新を行い、全体で１億３，

０４２万４，４７２円を支出しております。 

  和知診療所では、デジタルＸ線テレビシステム、医用画像診断システム、健診業務支援シ

ステム、自動視力計、空調設備屋外機取り替えなどの整備を行い２，１７８万９，０００円

を支出しております。 

  資本的支出の総額は、２億７，２４４万６，９０３円となり、収支の不足分１，７１８万

３，４７２円につきましては、過年度分損益勘定留保資金で補塡いたしました。 

  資本的収入支出の明細につきましては、３７ページ、３８ページに記載いたしております。 

  以上、国保京丹波町病院事業会計の説明をさせていただきます。 

  これで、認定第１号から第１６号までの決算概要の説明とさせていただきます。ご審議賜

りまして、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（野口久之君） ここで暫時休憩します。 

休憩 午後 １時５９分 

再開 午後 １時５９分 

○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を続けます。 

  お諮りします。 

  認定第１号 平成２７年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１

６号 平成２７年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定についてまでの審査については、

１４人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと

思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。 

  よって、認定第１号から認定第１６号は、１４人の委員で構成する決算特別委員会を設置

し、これに付託して審査することに決定しました。 

  暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時００分 



 

－５５－ 

再開 午後 ２時０１分 

○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を続けます。 

  お諮りします。 

  ただいま、設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第

３項の規定により、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり指名したいと思い

ます。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。 

  よって、決算特別委員会の委員は、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり

選任することに決しました。 

  決算特別委員会をこの場において開催し、正副委員長の選任をお願いをいたします。 

  暫時休憩します。 

休憩 午後 ２時０１分 

再開 午後 ２時０２分 

○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  決算特別委員会において、正副委員長が決定しましたのでご報告いたします。 

  委員長に梅原好範君、副委員長に森田幸子君。 

  以上のとおりであります。よろしくお願いをいたします。 

 

《日程第２８、報告第２号 健全化判断比率について～日程第３５、報告第９号 グリーンラ

ンドみずほ株式会社に関する経営状況について》 

○議長（野口久之君） 日程第２８、報告第２号 健全化判断比率についてから日程第３５、

報告第９号 グリーンランドみずほ株式会社に関する経営状況についてまでを一括議題とし

ます。 

  町長の説明を求めます。 

  寺尾町長。 

○町長（寺尾豊爾君） それでは、まず報告第２号及び第３号について説明いたします。 

  報告第２号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により健全

化判断比率として次の４指標について報告するものであります。 

  まず、普通会計を対象とし、赤字の程度を指標化した実質赤字比率は、収支赤字がないた
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め該当せず、また、財産区を除く全ての会計を対象とし、全体としての赤字の程度を指標化

する連結実質赤字比率につきましても、収支赤字がなく該当はありません。次の、借入金の

返済額等を指標化して資金繰りの危険度を示す実質公債費比率につきましては、前年度から

０．４％減少し１４．０％となっております。なお、同比率に係る早期健全化基準は２５％

であります。 

  また、借入金や将来にわたる負担の現時点での残高を指標化し、将来の財政負担の圧迫度

を示す将来負担比率につきましては、１１９．６％でありました。これは平成２６年度決算

の１２１．０％に比べまして１．４ポイント減少しております。なお、同比率に係る早期健

全化基準は３５０％となっております。 

  以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。 

  次に、報告第３号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に

より公営企業の資金不足比率を報告するものであります。本町では、国保京丹波町病院事業

会計、水道事業会計及び下水道事業会計が対象となりますが、いずれも該当しませんでした。

なお、同比率の経営健全化基準は２０％となっております。 

  以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。 

  報告第４号 株式会社丹波情報センターの経営状況につきましては、総収益は３，３８９

万３，４４３円、運営管理に要する諸費用の合計は３，２６５万３，３３２円で、収支差額

は１２４万１１１円の黒字決算となっております。 

  主な事業としましては、京丹波町ケーブルテレビの施設管理業務を受託し、新規引込工事

や移設工事などの工事業務のほか、故障対応業務、幹線・支線及び引込線などの点検業務、

定時告知放送及びお悔やみ放送業務、サブセンター機器の管理、自主放送番組の制作補助、

伝送路関係の申請手続補助などの業務を行っております。 

  収入の主なものは、町からのケーブルテレビ施設管理委託料の３，３２４万円で、ケーブ

ルテレビ施設の管理において重要な役割を担っております。 

  報告第５号 公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会の経営状況につきましては、

売上総収益は、４億２，４７５万８，２６０円、運営管理に要する諸費用の合計は４億１，

６８６万１，８５４円で、収支差額は１，０５９万６，４０６円の黒字決算となっておりま

す。 

  同協力会は、京都府の指定管理を受け、丹波自然運動公園施設の管理運営全般を行ってお

ります。平成２７年度は天候に恵まれまして、総入園者数は５７万９，８２８人となり、台

風、豪雨などが影響した前年度に比べまして８．３％の増となりました。 
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  安心・安全な施設管理のほか毎年多彩なイベントを開催するなど、利用者ニーズを的確に

つかみ集客を図るとともに、京丹波・食の祭典や京都丹波ロードレースの主催団体の一員と

して会場提供のほか運営に携わるなど、町の活性化の一翼を担っているところであります。 

  今後は、京都トレーニングセンターを初めとする公園施設の充実により、町のスポーツ観

光の拠点として発展が期待されます。 

  報告第６号 公益財団法人丹波ふるさと振興公社の経営状況につきましては、経常収益は

２，３３３万６，１３６円、経常費用は１，９４５万３，７５１円、経常外費用が４１３万

７，９５５円で、収支差額は２５万５，５７０円の赤字決算となっております。 

  収入の主なものは、黒大豆、水稲、飼料用稲、堆肥散布などに係る作業等の受託収入で９

８０万２，８２７円、水田活用向上交付金など２１０万５，４１８円、町からの運営補助金

４５０万円と、マニアスプレッダー、黒大豆播種・培土機導入補助金等の６８８万２，２７

５円となっております。 

  同公社は、優良農地の保全や高齢化等に対応した農作業の受託事業、特産丹波黒大豆の生

産量の維持拡大、さらには、飼料用稲栽培の受託事業や直営栽培などにより地域農業の振興

を図っているところであります。 

  報告第７号 公益財団法人瑞穂農業公社の経営状況につきましては、経常収益は３，１３

６万８，３１８円、経常費用は３，２８０万６，６３９円で、収支差額は１４３万８，３２

１円の赤字決算となっております。 

  収入の主なものは、受託事業収入７５４万６，６０７円、加工品販売収入４７４万２，４

４５円、水田活用直接支払交付金ほか転作助成金等２２５万５，１８０円、町からの運営補

助金１，３００万円であります。 

  同公社は、担い手の確保、育成を図り、効率的かつ安定的な農業経営に向けた農地の利用

集積及び流動化の促進、農地管理や農作業の受委託などを推進するとともに、ソバや飼料用

米の栽培を行うなど、地域の農地保全や特性を生かした特産物の育成、加工、販売等を行っ

ております。 

  今後とも地域農業の中核として、丹波、瑞穂両公社の一層の充実と経営の健全化を期待す

るものであり、また、合併協議を進めてまいりたいと考えております。 

  報告第８号 一般財団法人和知ふるさと振興センターの経営状況につきましては、経常収

益が４億４，０２４万１，７５３円、経常経費は４億６，３０２万４，６５６円、収支差額

は２，２７８万２，９０３円のマイナスとなり、税引き後の収支差額は、２，２８５万２，

９２４円の赤字決算となっております。 
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  収入の主なものは、営業収入３億５，８８５万９，４７３円、農作業受託収入４，６３４

万９，００１円、農作業受託部運営補助金など４５５万５，１０２円、わち山野草の森を初

め町施設の管理委託料２，６０７万５，４１８円であります。 

  同センターは、特産品等の販売、都市住民との交流、観光レクリエーションを通じた農林

水産業の振興など幅広い活動を目的に、道の駅「和」、わち山野草の森等の管理運営、農作

業受託事業等を行っております。また、高齢者買物支援事業や同級会等、案内代行サービス

なども行い、町内利用者の拡充を図っております。 

  今後とも経営の健全化に努め、地域産業の活性化が促進されることを期待するものであり

ます。 

  報告第９号 グリーンランドみずほ株式会社の経営状況につきましては、営業外収益等を

含む総収益は２億９２０万３，０８６円、運営管理に要する諸費用の合計は２億７１８万２，

８４２円で、収支差額は２０２万２４４円の黒字決算となっております。 

  事業内容でありますが、施設全体の利用者は、２７万３，５１５人で前年度比９．９％増、

営業収入では、２億８５１万１，７１８円で前年度比７．８％の増収となりました。 

  主な要因といたしましては、京都縦貫自動車道全線開通に伴う国道１７３号線の通過車両

の増加やホッケー場人工芝リニューアルによる利用者の増加、さらには安定した天候状況で

あったことなど、さまざまな要因によって昨年度を上回る結果となっております。 

  こうした状況のもと、地域に密着した事業運営を掲げ、社員一丸となった経営に努められ

ており、引き続き安心・安全なサービスの提供に頑張っていただけるものと期待しておりま

す。 

  なお、平成２６年度から指定管理者として２年目となりまして、平成２７年度の指定管理

料は２，０００万円となっております。 

  以上、報告とさせていただきます。 

○議長（野口久之君） 以上で報告を終わります。 

  本報告については、明日、２日、午前９時から開催の全員協議会において質疑等の機会を

設けますので、ご了承ください。 

  以上で、本日の議事日程は全て終了しました。よって、本日は、これをもって散会します。 

  次の本会議は６日に再開しますので、定刻までにご参集ください。 

  また、１２日から決算特別委員会が開催されます。ご苦労さまでございますが、よろしく

お願いをいたします。 

  この後、議会広報特別委員会が開催されますので、委員の皆さんにはお疲れのところ大変
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ご苦労さんでございますが、よろしくお願いをいたします。 

  大変ご苦労さまでございました。 

 

散会 午後 ２時１７分 
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